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(57)【要約】
　本発明の一態様は、洗濯洗剤製品であって、（ａ）包
装と、前記包装が、（１）容器と、（２）クロージャと
を含んでなり、（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり
、かつ、包装から流体洗濯洗剤と共に注出可能な少なく
とも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、前記材料
が、（１）洗剤との共注出が可能な香料組成物；（２）
布地ケア添加剤；（３）洗濯特有の洗浄性添加剤；（４
）酵素；（５）揮発性の悪臭化合物；及び（６）それら
のいずれかの組み合わせから選択されてなり、（ｃ）ヘ
ッドスペースと、並びに（ｄ）洗剤との共注出が不可能
な香料組成物とを含んでなる、洗濯洗剤製品に関する。
本発明の他の態様は、流体洗濯洗剤包装を製造する方法
又は組み立てる方法に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗濯洗剤製品であって、
（ａ）包装と、
　　前記包装が、
　（１）容器と、
　（２）クロージャとを
含んでなり、
（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装から流体洗濯洗剤と共に注出可能な
少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、
　　前記材料が、
　（１）洗剤との共注出が可能な香料組成物；
　（２）布地ケア添加剤；
　（３）洗濯特有の洗浄性添加剤；
　（４）酵素；
　（５）揮発性の悪臭化合物；及び
　（６）それらのいずれかの組み合わせから選択されてなり、
（ｃ）ヘッドスペースと、並びに
（ｄ）洗剤との共注出が不可能な香料組成物とを含んでなるものであり、
　ここで、前記流体洗濯洗剤、前記ヘッドスペース、及び前記洗剤との共注出が不可能な
香料組成物が合わせて包装内に収められてなることにより、前記包装の５０％（ｖ／ｖ）
よりも多くが前記流体洗濯洗剤で満たされているときに、前記包装が上下逆さまにされる
と、前記流体洗濯洗剤が、前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物を濡らすことができ
るものである、洗濯洗剤製品。
【請求項２】
　前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物からの香料の放出が受動的であり、前記包装
が、圧搾圧力を加えることなく前記流体洗濯洗剤が流れ出るのに十分な寸法を有する注ぎ
口を備えてなる、請求項１に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項３】
　前記洗剤との共注出が可能な香料組成物中の香料と、前記洗剤との共注出が不可能な香
料組成物中の香料との重量比が約０：１～約１：０．００００１である、請求項２に記載
の洗濯洗剤製品。
【請求項４】
　前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物が、前記包装の内部に添付されており、
　ここで、前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物（ｄ）が溶融可能であるとき、前記
洗剤との共注出が不可能な香料組成物の注出温度が周囲の貯蔵温度よりも少なくとも約５
℃高いものである、請求項１～３のいずれか一項に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項５】
　前記包装が、トランジション構成要素をさらに含んでなる、請求項１～４のいずれか一
項に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項６】
　前記共注出が不可能な香料組成物が、トランジション構成要素内に配置される、請求項
６に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項７】
　前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物が、固化され賦香されたホットメルト接着剤
である、請求項１～６のいずれか一項に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項８】
　前記ホットメルト接着剤が、少なくとも１つの可塑剤、少なくとも１つの粘着付与剤、
又はそれらのいずれかの組み合わせを含む、請求項７に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項９】
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　前記ホットメルト接着剤組成物が、前記流体洗濯洗剤に不溶性である、請求項７又は８
に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項１０】
　前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物が、前記包装の出口よりも大きな寸法を有し
、かつ、前記流体洗濯洗剤中で浮揚可能な固体に添付されてなり、
　ここで、前記香料組成物（ｄ）が溶融可能であるときには、これらの注出温度が周囲の
貯蔵温度よりも少なくとも５℃高いものである、請求項１～９のいずれか一項に記載の洗
濯洗剤製品。
【請求項１１】
　洗濯洗剤製品であって、
（ａ）包装と、
　　前記包装が、
　（１）容器と、
　（２）クロージャとを含んでなり、
（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装から流体洗濯洗剤と共に注出可能な
少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と
　　前記材料が、洗剤との共注出が可能な香料組成物であり；前記洗濯洗剤製品は、さら
に、
（ｃ）ヘッドスペースと、並びに
（ｄ）洗剤との共注出が不可能な香料組成物と
を含んでなるものであり、
　ここで、前記洗剤との共注出が可能な香料組成物の香料の少なくとも約０．０００１重
量分画が、アミン利用デリバリーマトリックス、香料マイクロカプセル、又はこれらのい
ずれかの組み合わせに組み込まれるものである、洗濯洗剤製品。
【請求項１２】
　洗濯洗剤製品であって、
（ａ）包装と
　　前記包装が、
　（１）容器と、
　（２）クロージャとを含んでなり、
（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装から流体洗濯洗剤と共に注出可能な
少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、
　　前記材料が、布地ケア添加剤であり、
（ｃ）ヘッドスペースと、並びに
（ｄ）洗剤との共注出が不可能な香料組成物と
を含んでなる、請求項１～１０のいずれか１項に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項１３】
　前記布地ケア添加剤は、シリコーンポリマー、カチオン性布地柔軟仕上げ剤、染料定着
剤、移染防止剤、カチオン性ガム、及びこれらの混合物から選択される、請求項１２に記
載の洗濯洗剤製品。
【請求項１４】
　洗濯洗剤製品であって、
（ａ）包装と、
　　前記包装が、
　（１）容器と、
　（２）クロージャとを含んでなり、
（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装から流体洗濯洗剤と共に注出可能な
少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と
　　前記材料が、洗濯特有の洗浄性添加剤であり、
（ｃ）ヘッドスペースと、並びに
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（ｄ）洗剤との共注出が不可能な香料組成物と
を含んでなる、請求項１～１０のいずれか一項に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項１５】
　前記洗濯特有の洗浄性添加剤が、蛍光増白剤、布地洗濯と適合性のある非染色性染料、
布地と適合性のある漂白剤、洗濯汚れ放出ポリマー、洗濯汚れ懸濁ポリマー、又はこれら
のいずれかの組み合わせから選択される、請求項１４に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項１６】
　洗濯洗剤製品であって、
（ａ）包装と、
　　前記包装が、
　（１）容器と、
　（２）クロージャとを含んでなり、
（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装から流体洗濯洗剤と共に注出可能な
少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、
　　前記材料が、酵素であり、
（ｃ）ヘッドスペースと、並びに
（ｄ）洗剤との共注出が不可能な香料組成物とを含んでなる、請求項１～１０のいずれか
一項に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項１７】
　前記酵素が、タンパク質分解酵素、脂肪分解酵素、デンプン分解酵素、セルロース分解
酵素、又はこれらのいずれかの組み合わせから選択される、請求項１６に記載の洗濯洗剤
製品。
【請求項１８】
　前記酵素が、少なくとも１つのプロテアーゼを含んでなる、請求項１７に記載の洗濯洗
剤製品。
【請求項１９】
　前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物中に、酵素不安定化作用のある香料アルデヒ
ド、ケトン、及び／又はテルペンを、前記洗剤との共注出が可能な香料組成物中のこれら
の材料の濃度に比べて高い濃度でさらに含んでなる、請求項１６～１８のいずれか一項に
記載の洗濯洗剤製品。
【請求項２０】
　前記洗濯洗剤製品中の酵素不安定化作用のある香料原料の総量の半分よりも多くが、前
記洗剤との共注出が不可能な香料組成物に組み込まれる、請求項１９に記載の洗濯洗剤製
品。
【請求項２１】
　洗濯洗剤製品であって、
（ａ）包装と、
　　前記包装が、
　（１）容器と、
　（２）クロージャとを含んでなり、
（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装から流体洗濯洗剤と共に注出可能な
少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、
　　前記材料が、揮発性の悪臭化合物であり、
（ｃ）ヘッドスペースと、並びに
（ｄ）洗剤との共注出が不可能な香料組成物とを含んでなる、請求項１～１０のいずれか
一項に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項２２】
　前記揮発性の悪臭化合物が、脂肪酸由来の悪臭化合物、合成アミン由来の悪臭化合物、
酵素由来の悪臭化合物、及びこれらの混合物から選択される、請求項２１に記載の洗濯洗
剤製品。
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【請求項２３】
　前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物が、自己接着性である、請求項１～２２のい
ずれか一項に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項２４】
　前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物が、前記洗剤との共注出が不可能な香料組成
物を包装に添付する接着剤をさらに含んでなる、請求項１～２２のいずれか一項に記載の
洗濯洗剤製品。
【請求項２５】
　前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物中の香料の量が、前記洗剤との共注出が不可
能な香料組成物の約１～８０重量％、より好ましくは１０～６０重量％であり、前記洗剤
との共注出が不可能な香料組成物の残部が、熱可塑性ポリマー、可塑剤、粘着付与剤、又
はこれらのいずれかの組み合わせを含んでなる、請求項２３又は２４に記載の洗濯洗剤製
品。
【請求項２６】
　前記洗剤との共注出が可能な香料組成物及び前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物
のうちの少なくとも１つが、少なくとも５つの構成成分を含んでなる、請求項１～２５の
いずれか一項に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項２７】
　前記洗剤との共注出が可能な香料組成物が、前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物
の嗅覚特徴に合致する嗅覚特徴を有する、請求項２６に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項２８】
　前記洗剤との共注出が可能な香料組成物が、前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物
の嗅覚特徴とは異なる嗅覚特徴を有する、請求項２６に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項２９】
　前記流体洗濯洗剤が、最高９０重量％の１つ以上の洗浄性界面活性剤、洗浄性ビルダー
、酵素安定剤、抑泡剤、キレート剤、増粘剤、不透明化剤、顔料、又はこれらのいずれか
の組み合わせをさらに含んでなる、請求項１～２８のいずれか一項に記載の洗濯洗剤製品
。
【請求項３０】
　約１００℃未満の処理温度で熱可塑性樹脂を香料で処理して、均質な混合物を形成する
工程を含んでなる、固化され賦香されたホットメルト接着剤の製造方法。
【請求項３１】
　香料を含んでなる流体に前記熱可塑性樹脂を加えることによって前記熱可塑性樹脂を処
理する工程を含んでなる、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　約８～約９．２の親水性指数ＨＩｃを有する洗浄性界面活性剤をさらに含んでなる、請
求項１～２９のいずれか一項に記載の洗濯洗剤製品。
【請求項３３】
　約５～約５０重量％の前記洗浄性界面活性剤を含んでなる、請求項３２に記載の洗濯洗
剤製品。
【請求項３４】
　流体洗濯洗剤製品における、洗剤との共注出が不可能な香料組成物と合わせた、洗剤と
の共注出が可能な香料組成物の使用であって、前記洗剤との共注出が可能な香料組成物が
、アミノ官能性化合物を含んでなる非カプセル化香料組成物とカプセル化香料組成物との
うちの１つ以上を含んでなり、それによって、前記洗剤を含んでなる包装の開封時及びそ
の後の前記洗剤使用時の両方の消費者満足感を改善しながら、同時に総香料濃度及び／又
は無駄になる香料の損失を低減する、使用。
【請求項３５】
　流体洗濯洗剤製品における、前記製品の前記注出可能な流体洗濯洗剤と直接接触させる
ことのできる、洗剤との共注出が不可能な香料組成物の使用であって、前記洗剤との共注
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出が不可能な香料組成物が１つ以上の酵素反応性香料化合物を含んでなり、流体洗濯洗剤
中の前記化合物の濃度が低減されており、それによって前記香料の安定性を改善する、使
用。
【請求項３６】
　酵素を含んでなる流体洗濯洗剤製品における、前記製品の注出可能な洗濯洗剤と直接接
触させることのできる、洗剤との共注出が不可能な香料組成物の使用であって、前記洗剤
との共注出が不可能な香料組成物が１つ以上の酵素反応性香料化合物を含んでなり、前記
流体洗濯洗剤中の前記化合物の濃度が低減されており、それによって前記香料及び前記酵
素の一方又は両方の安定性を改善する、使用。
【請求項３７】
　流体洗濯洗剤製品における、前記製品の前記注出可能な洗濯洗剤と直接接触させること
のできる、洗剤との共注出が不可能な香料組成物の使用であって、前記注出可能な洗剤が
悪臭グレードの洗剤原料を含んでなり、それによって前記製品の消費者受容を改善する、
使用。
【請求項３８】
　包装された流体洗濯洗剤組成物と、洗剤との共注出が不可能な香料組成物とを含んでな
る洗濯洗剤製品であって、前記洗剤との共注出が不可能な香料組成物が、前記包装のトラ
ンジションカラー若しくは注出口上に添付されるか、又は前記包装から注出するには大き
すぎる寸法を有する物体として存在する、洗濯洗剤製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　流体洗濯洗剤製品は、処方及び包装に関係した固有の課題を有する独特の消費者製品カ
テゴリーとして周知である。そのような製品は、一般に、香料を含有し、製品がそこから
比較的広口の注出口を通じて注出される、ボトルなどの包装に入れられて販売される。消
費者は、一般に、包装を開封して製品の匂いを嗅ぐときはいつでも、また同様に、洗濯室
内及び洗濯された衣服の清浄かつ爽やかな香りなど、洗濯経験の後半の時点でも清浄かつ
爽やかな香りを望む。
【０００２】
　重質液体洗剤などの賦香された洗濯洗剤製品には、依然として多くの欠点がある。例え
ば、香料は、コストのかかる成分の複雑な混合物であり、しばしば、液体洗濯洗剤製品と
化学的に反応性があるか又は不適合である。このことは、香料及び香料が相互作用する材
料の両方共に、悪影響を与えることがある。さらに、これらの適合性の問題は、固体形態
の洗剤の場合に、又は便器洗浄剤、自動食器洗い製品、シャンプー、若しくは食器洗浄剤
など、技術的により単純な洗浄製品の場合に直面する問題よりもはるかに大きい可能性が
ある。特に、シャンプー及び食器手洗い用製品は、製品がそれを通って搾られる制限オリ
フィスを有する包装に入れられて販売され、したがって消費者がそれを通じて製品の匂い
を嗅ぐことのできる大きな開口部を有さない。
【０００３】
　固体形態の洗剤とは対照的に、流体洗剤成分は、望ましくない香りをもつ特定の構成成
分を含有することがあり、またさらに、液体洗濯洗剤は、香料の安定化を困難にする、問
題の多い一連の補助剤を含有する。さらに、コストのかかる香料の大部分は、製品が自動
洗濯機で衣服を洗うために使用されるときに「配水管に流されて」失われることがある。
最後に、洗剤は、消費者にとって許容可能な、全体的な香料特徴を有さなければならない
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、包装開封時の改善された香料の印象、香料成分の改善された使用効率、香
料と洗剤とのより良好な適合性、製品を使用する間の様々な時点での及びその後の洗濯さ
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れた織物のより良好な香料の印象、様々な最新性能の補助剤を組み込む能力、並びに一般
的に入手可能な洗剤材料の悪臭を効果的に制御する能力をもたらす洗濯洗剤製品、特に注
出可能な包装された重質液体洗濯洗剤が必要とされている。
【０００５】
　これらの必要は、布地洗濯の特定の状況で消費者が求める香料の嗅覚特徴に関して消費
者を満足させられるような方式で、かつ、包装及び洗剤の構成成分が販売されるべき製品
へと組み立てられるときの製造上の複雑さを増大させることなく満たされなければならな
い。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様は、洗濯洗剤製品であって、
（ａ）包装と、
　　前記包装が、
　（１）容器、典型的にはボトルと、
　（２）クロージャと
を含んでなり、
　（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装から流体洗濯洗剤と共に注出可能
な少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、
　　前記材料が、
　（１）洗剤との共注出が可能な香料組成物（典型的には、これは本明細書で後述する、
共注出不可能な香料組成物とは対照的に、ボトルから注ぎ出る１つ以上の香料組成物を意
味する）；
　（２）布地ケア添加剤（典型的には、これにはカチオン性布地柔軟仕上げ剤、シリコー
ンポリマー、染料定着剤、移染防止剤、カチオン性ガム、及びこれらの混合物の１つ以上
を含めることができる）；
　（３）洗濯特有の洗浄性添加剤（典型的には、これには１つ以上の蛍光増白剤、布地洗
濯と適合性のある非染色性染料、布地と適合性のある漂白剤、洗濯汚れ放出ポリマー、洗
濯汚れ懸濁ポリマー、及びこれらの混合物を含めることができる）；
　（４）酵素（典型的には、プロテアーゼ、アミラーゼ、セルラーゼ、リパーゼ、又はこ
れらの混合物）；
　（５）揮発性の悪臭化合物（典型的には、商用グレードの洗剤界面活性剤若しくは柔軟
仕上げ剤で見られる悪臭化合物）；並びに
　（６）それらのいずれかの組み合わせ
から選択されてなり、
（ｃ）ヘッドスペース（クロージャ開封時の消費者による嗅覚的サンプリングに適してい
る）と、並びに
　（ｄ）洗剤との共注出が不可能な香料組成物と
を含んでなるものであり、流体洗濯洗剤との共注出が不可能であることは、周囲の貯蔵温
度、例えば、約２５℃で判定され、典型的には、この後者の構成成分は、通常の使用条件
下で洗剤が注ぎ出されるときに構成成分が包装から出てこないという意味で共注出不可能
である、洗濯洗剤製品に関する。これを達成するために、共注出不可能な組成物は、好ま
しくは周囲の貯蔵温度下で固体（きわめて粘稠なガラス若しくはゲルを含める）形態のま
まであり、好ましくは、包装の内部に（直接若しくは別個の接着剤を用いて）添付される
か、又は包装の開口部よりも大きな寸法を有する物体に添付されてなり、ここで、流体洗
濯洗剤、ヘッドスペース、及び洗剤との共注出が不可能な香料組成物が合わせて包装内に
収められてなることにより、包装の５０％（ｖ／ｖ）よりも多くが流体洗濯洗剤で満たさ
れているときに、包装が上下逆さまにされると、流体洗濯洗剤が、洗剤との共注出が不可
能な香料組成物を濡らすことができるものであり、（ｉｉ）構成成分（ｂ）（１）、（ｂ
）（５）、及び（ｄ）から選択されてなる、製品の潜在的に揮発性のある構成成分のヘッ
ドスペース内への揮発が可能である。
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【０００７】
　典型的には、ヘッドスペースは、流体洗濯洗剤の上方に位置決めされているか、又は包
装を傾けることによってヘッドスペースを流体洗剤組成物の上方の位置に至らせることが
できることにより、消費者がクロージャ開封時に、包装から流体洗濯洗剤を注ぎ出すこと
なくヘッドスペースを嗅覚的にサンプリングできるものであり、洗剤との共注出が不可能
な香料組成物は、クロージャ固定時に搾り出すことのできる保護されたクロージャライナ
ー又はＯ－リング保持香料以外の物理形態を有する。
【０００８】
　本発明の他の態様は、流体洗濯洗剤包装を製造する方法又は組み立てる方法に関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の一態様は、洗濯洗剤製品であって、
　（ａ）包装と、
　　前記包装が、
　（１）容器と、
　（２）クロージャと
を含んでなり、
　（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装から流体洗濯洗剤と共に注出可能
な少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、
　　前記材料が、
　（１）洗剤との共注出が可能な香料組成物；
　（２）布地ケア添加剤；
　（３）洗濯特有の洗浄性添加剤；
　（４）酵素；
　（５）揮発性の悪臭化合物；及び
　（６）それらのいずれかの組み合わせ
から選択されてなり、
　（ｃ）ヘッドスペースと、並びに
　（ｄ）洗剤との共注出が不可能な香料組成物と
を含んでなる、洗濯洗剤製品に関する。
【００１０】
　特定の実施形態では、洗濯洗剤製品は、（ａ）包装と、前記包装が、（１）容器と、（
２）クロージャとを含んでなり、（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装か
ら流体洗濯洗剤と共に注出可能な少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、前
記材料が、洗剤との共注出が可能な香料組成物であり、（ｃ）ヘッドスペースと、並びに
（ｄ）洗剤との共注出が不可能な香料組成物とを含んでなる。
【００１１】
　特定の実施形態では、洗濯洗剤製品は、（ａ）包装と、前記包装が、（１）容器と、（
２）クロージャとを含んでなり、（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装か
ら流体洗濯洗剤と共に注出可能な少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、前
記材料が、布地ケア添加剤、好ましくはシリコーンポリマーであり、（ｃ）ヘッドスペー
スと、並びに（ｄ）洗剤との共注出が不可能な香料組成物とを含んでなる。
【００１２】
　特定の実施形態では、洗濯洗剤製品は、（ａ）包装と、前記包装が、（１）容器と、（
２）クロージャとを含んでなり、（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装か
ら流体洗濯洗剤と共に注出可能な少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、前
記材料が、洗濯特有の洗浄性添加剤であり、（ｃ）ヘッドスペースと、並びに（ｄ）洗剤
との共注出が不可能な香料組成物とを含んでなる。
【００１３】
　特定の実施形態では、洗濯特有の洗浄性剤は、移染防止剤、蛍光増白剤、布地洗濯と適
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合性のある非染色性染料、布地と適合性のある漂白剤、洗濯汚れ放出ポリマー、洗濯汚れ
懸濁ポリマー、又はこれらのいずれかの組み合わせから選択される。
【００１４】
　特定の実施形態では、洗濯洗剤製品は、（ａ）包装と、前記包装が、（１）容器と、（
２）クロージャとを含んでなり、（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装か
ら流体洗濯洗剤と共に注出可能な少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、前
記材料が、酵素であり、（ｃ）ヘッドスペースと、並びに（ｄ）洗剤との共注出が不可能
な香料組成物とを含んでなる。
【００１５】
　特定の実施形態では、酵素は、タンパク質分解酵素、脂肪分解酵素、デンプン分解酵素
、セルロース分解酵素、又はこれらのいずれかの組み合わせから選択される。そのような
特定の実施形態では、酵素は、少なくとも１つのプロテアーゼを含んでなる。
【００１６】
　特定の実施形態では、洗濯洗剤製品は、（ａ）包装と、前記包装が、（１）容器と、（
２）クロージャとを含んでなり、（ｂ）周囲の貯蔵温度で注出可能であり、かつ、包装か
ら流体洗濯洗剤と共に注出可能な少なくとも１つの材料を含んでなる流体洗濯洗剤と、前
記材料が、揮発性の悪臭化合物であり、（ｃ）ヘッドスペースと、並びに（ｄ）洗剤との
共注出が不可能な香料組成物とを含んでなる。
【００１７】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、自己接着性である。特
定の代替的な実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、洗剤との共注出が
不可能な香料組成物を包装に添付する接着剤をさらに含んでなる。洗剤との共注出が不可
能な香料組成物をさらに隔てるために、所望により、追加のフィルム、又は香料透過性、
洗剤不透過性の膜を含めてもよいが、本発明に必須ではない。
【００１８】
　包装
　本発明の一態様は、（１）容器、典型的にはボトルと、（２）クロージャとを含んでな
る包装を含んでなる洗濯洗剤製品に関する。特定の実施形態では、包装は、（３）トラン
ジションカラーなどのトランジション構成要素をさらに含んでなる。好適な包装は、Ｕ．
Ｓ．４，５５０，８６２、Ｕ．Ｓ．５，１０８，００９、Ｕ．Ｓ．６，３９８，０７６、
及びＵ．Ｓ．６，６５９，３１０に見ることができ、これらの開示全体を本明細書に組み
込む。簡潔には、Ｕ．Ｓ．４，５５０，８６２の開示は、液体用の包装であって、（ａ）
分与オリフィスを備えた上方に延びる口（finish）を有する、液体を収容する容器と、（
ｂ）前記容器の口の外部に据え付けられたトランジションカラーと、前記カラーが、外側
に突き出る注出口と、締着手段がその内部表面上に形成された、周囲を囲む壁とを有して
おり、前記注ぎ口が、最大分与及び質量制御（mess control）を保証するために前記周囲
を囲む壁から離隔されて上方に延びており、前記カラーが、さらに、こぼれた液体を前記
容器に戻すドレーン手段を有しており、（ｃ）クロージャの役割を果たすように適合され
た計量カップとを含んでなるものであり、前記計量カップが、滴下防止リップで終端する
開口部を有し、その外側表面上に形成された、前記口部を取り囲む締着手段を有しており
、前記外部締着手段が、計量カップが上下逆さまにされた状態で、前記トランジションカ
ラー上の締着手段と協働して計量カップを前記トランジションカラーの内部に取り付ける
ように適合されている、包装について記載している。
【００１９】
　Ｕ．Ｓ．５，１０８，００９の開示は、包装であって、ａ）外側の螺旋状隆起部と、前
記外側の螺旋状隆起部の上方に配置された外側の係止周囲隆起部とを含む口部シリンダを
有する容器と、ｂ）円筒状壁と、前記円筒状壁内で前記円筒状壁から垂直に延びる、前記
容器から注出される流体を調節するガイドピースとを含むプラグ本体と、ｃ）前記円筒状
壁が、その上端に外側に延びるカラーを含み、ｄ）前記プラグ本体が、外側に延びるカラ
ーから、前記円筒状壁から下がる外側シリンダを含み、ｅ）前記プラグ本体外側シリンダ
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が、内側の係止隆起部を含み、ｆ）前記プラグ本体が、外側カラーの上面の内側周辺端上
に、傾いて上方に突き出る封止隆起部を含み、ｇ）上壁と、内側の円筒状周囲壁と、径方
向に延びるキャップカラーと、前記キャップカラーから下がるキャップシリンダと、キャ
ップシリンダの内表面上に配置された内側の螺旋状隆起部と、円筒状キャップ壁の外表面
でキャップカラーの下に配置された厚くなったキャップ壁封止部分とを含んでなる、キャ
ップを含んでなるものであり、前記外側の係止周囲隆起部が、前記内側の係止隆起部と相
互嵌合（interfitting）しており、前記プラグ本体封止隆起部が、前記厚くなったキャッ
プ壁封止部分と弾性接触しており、前記プラグが容器内に嵌合し、前記キャップが螺合さ
れたときに、前記外側の螺旋状隆起部が前記内側の螺旋状隆起部に係合する、包装につい
て記載している。
【００２０】
　Ｕ．Ｓ．６，３９８，０７６の開示は、特に、重質液体洗剤及び布地柔軟仕上げ剤など
の家庭用製品を分与するための、嵌着部材並びに嵌着部材とボトル及び／又はクロージャ
との組み合わせについて記載している。その発明の嵌着部材は、上方に延びる外周壁と、
内側に延びる連結ウェブと、下方に延びる内周壁と、内周壁の底部から内側に延びる床部
と、床部の内側端部から上方に延びる注ぎ口とを含んでなる。内周壁は、クロージャを嵌
着部材に固定するのに好適な内部締着具を含む。嵌着部材は、嵌着部材上の内ねじ、及び
口（finish）の上の外ねじなど、相補的な締着具によって容器の口に固定することができ
る。
【００２１】
　Ｕ．Ｓ．６，６５９，３１０の開示は、容器からの液体製品の流れを誘導し、二重注出
の発生を最小限に抑える、製品分与及びドレーンバックフィッティングであって、（ａ）
前記容器の頚部と係合するための外壁と、（ｂ）前記外壁内の中心に位置決めされた内側
注ぎ口と、（ｃ）前記壁と前記注ぎ口との間を延びて、周囲を囲む壁（circumscribing w
ell）を作り出す基部と、（ｄ）前記内側注ぎ口に形成された長手方向スロットと、前記
長手方向スロットが、前記基部の約３０ｍｍ～約４８ｍｍ上方の地点で始まって、前記注
ぎ口の長さの残りの部分を延びており、（ｅ）前記基部に形成された、前記長手方向スロ
ットと位置合わせされたドレーンバック穴とを含んでなるものであり、前記ドレーンバッ
ク穴が、約１０ｍｍ２～約２０ｍｍ２の面積を有する、フィッティングについて記載して
いる。
【００２２】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤が、例えば不混和性である２つ以上の液体を含んで
なるときには、Ｕ．Ｓ．６，６４４，５１１に記載の包装を使用することが有利な場合が
ある。簡潔には、単一のチャンバ内に配置された、分離されて互いに上下に位置決めされ
た第１の液体と第２の液体とを有する、流動可能な流体を分与するボトルが記載されてい
る。容器は、ボトル基部と、ボトル基部からボトルの口（finish）へと上方に延びるボト
ル本体と、注出口を有する、基部とは反対側の端部でボトル本体上に配置された嵌着部材
とを含む。嵌着部材は、第１の液体がそこから分与される第１の注出開口部と、第２の液
体がそこから分与される第２の開口部とを有する。ディップチューブが、注出開口部の１
つに連結されて、ボトル基部に向かって下方に突き出る。ディップチューブは、底部の液
体を注出口へと運び、最上部の液体は、他の注出開口部によって注出口へと運ばれる。
【００２３】
　特定の実施形態では、通気孔付きクロージャデバイスを含むことが有利な場合がある。
好適な通気孔付きクロージャデバイスについては、Ｕ．Ｓ．６，６０１，７４０及び６，
８７４，６５６に記載されており、これらの全体を本明細書に参考として組み込む。簡潔
には、Ｕ．Ｓ．６，６０１，７４０は、液体用の側面開口部と開口端とを備えた中空の本
体と、クロージャ末端部分とを有し、ボトルの頚部の末端部にねじ式に係合したエンドピ
ースねじに摺動自在に係合した、クロージャデバイスについて記載している。クロージャ
デバイスは、そのクロージャ末端部分が頚部とそのエンドピースとによって構成される出
口導管の末端口部を画定する隆起部に接して封止されるまで頚部内へと押し下げられたと
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きに、ボトルを封止する。デバイスがエンドピースの溝の中の下側のビードに係合するよ
うにもち上げられたときには、中空の本体の内部と、空気入口領域及び空気出口ポートへ
と導く通気通路を通って空気がボトルに進入する開口部とを通じて、液体をボトルから注
出することができる。液体に対する内側障壁が、中空の本体のスカートの最も幅の広い部
分と頚部の内部表面との間の接触によって形成される。同様に、Ｕ．Ｓ．６，８７４，６
５６は、容器から流体を分与する、容器の頚部分にねじ式係合した、容器を閉止して通気
させる通気孔付きクロージャが、容器にねじ式に係合するように構成かつ配置された単一
体の成型プラスチックキャップを含むことを記載している。ねじ付きキャップは、サイフ
ォン管を受けるようにサイズ設定かつ配置された隔膜オリフィスを画定する。ガスケット
が、通気孔付きクロージャと容器との間の相互嵌合（interfit）を封止するねじ付きキャ
ップへと組み立てられる。エラストマー通気弁が、ねじ付きキャップへと組み立てられ、
通気弁が、その中にスリットを備える、サイフォン管を自己封止式に受ける隔膜を含む。
ねじ付きキャップ内で通気弁を捕らえるためにリテーナリングが使用され、セーフティリ
ングが、ねじ付きキャップとの一体的組み合わせで、通気孔付きクロージャを容器上で保
持する。
【００２４】
　特定の実施形態では、容器にチャイルドセーフティ機構を備えるよう、ドレーンバック
・スナップ式注ぎ口クロージャを含むことが有利な場合がある。そのような特定の実施形
態では、ドレーンバック注ぎ口嵌着部材は、容器頚部の口（finish）を覆うスナップ嵌め
構造を有し、接着剤でそれに固定することができる。スナップ嵌め構造は、容器の口（fi
nish）の径方向外側に向いた表面に係合する、内部の径方向内側に向いたビードを備えた
外側の環状スカートを含む。水平な上側フランジによって外側の環状スカートから離隔さ
れたところに、注ぎ口嵌着部材は、外ねじ付きクロージャを受けるために嵌着部材上に内
ねじを備えた内側環状スカートを含む。クロージャは、嵌着部材の上側フランジに係合す
るねじ山の上方のプラグシールと、嵌着部材クロージャのためのチャイルドセーフティ機
構を形成する、嵌着部材上の径方向内側に向いた干渉突起に係合する径方向外側に向いた
ラッチとを有する。そのようなクロージャの一例をＵ．Ｓ．６，９２３，３４１に見るこ
とができ、その開示全体を本明細書に組み込む。
【００２５】
　包装を作製するために、好適ないずれの構造用プラスチックを使用してもよい。そのよ
うな構造用プラスチックとしては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフ
タレートなどが挙げられるが、これらに限定されない。特定の実施形態では、包装の構造
用プラスチックは、Ｕ．Ｓ．６，７５６，３５０に記載されているように透明であってよ
く、その開示全体を本明細書に参考として組み込む。特定の代替的な実施形態では、構造
用プラスチックは、不透明であってもよく、又は異なる不透明度、例えば、包装内の製品
の液位をそれを通じて見ることのできる透明ストライプを有する一方、包装の残りの部分
が不透明であるような構造用プラスチックを組み込んでもよい。
【００２６】
　特定の実施形態では、応力亀裂抵抗ボトルを使用することが有利な場合がある。そのよ
うな容器の好適な例をＵ．Ｓ．６，４６４，１０６及びＵ．Ｓ．６，２２３，９４５に見
ることができ、その開示全体を本明細書に参考として組み込む。
【００２７】
　香料組成物
　本明細書で使用するとき、用語「香料」には、界面活性剤、溶媒、及びビルダーなど、
工業銘柄の洗剤補助剤中に存在し得る悪臭不純物以外の、あらゆる発香性材料が含まれる
。一般的に、そのような材料は、室温における大気圧未満の蒸気圧によって特徴付けられ
る。本明細書で使用される香料は、ほとんどの場合、室温で液体であるが、また当該技術
分野で既知の様々な樟脳系香料又は他の昇華性（sublimable）香料などの固体であっても
よい。香料アルデヒド、ケトン、エステル、アルコール、及びテルペンなどの材料を含め
た多種多様な化学物質が、香料用途で知られている。様々な化学構成成分の複雑な混合物
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を含む天然起源の植物油及び動物油並びに滲出物が、香料としての使用で知られており、
このような材料を本明細書で使用することができる。本明細書の香料は、それらの組成が
比較的単純なものであることもでき、又はすべて任意の所望の香りをもたらすように選択
される、天然及び合成の化学香料構成成分の高度に洗練された複雑な混合物を含むことも
できる。
【００２８】
　本発明で使用できる典型的な香料は、例えば、ビャクダン油、シベット及びパチョリ油
などのような特異的な材料を含有する木質／土壌性の基剤を含む。他の好適な香料は、例
えば淡い、花の芳香剤、例として、バラ抽出物、スミレ抽出物などである。香料は、望ま
しい果実の香り、例えば、ライム、レモン、及びオレンジなどの香りをもたらすように処
方することができる。
【００２９】
　簡潔に言えば、心地よい、あるいは他の望ましい香りを発する、化学的に適合性のある
あらゆる材料を、香料として使用してよい。香料材料については、Ｓ．アークタンダー（
S. Arctander）、香料フレーバー及び化学物質（Perfume Flavors and Chemicals）、第
Ｉ巻及び第ＩＩ巻、アーサー（Aurthor）、ニュージャージー州モントクレア（Montclair
）、並びにメルク・インデックス（Merck Index）、第１３版、メルク社（Merck & Co., 
Inc.）、ニュージャージー州ローウェイ（Rahway）に、より詳細に記載されている。
【００３０】
　本明細書で使用するとき、用語「悪臭（malodor）」及び「悪臭のある（malodorous）
」には、酵素由来の短鎖脂肪酸、又はアミン、ポリアミン、アミンオキシド界面活性剤、
アミド、アルカノールアミン、アンモニア、若しくはアンモニア含有部分などの窒素性化
合物が含まれるが、これらに限定されない。
【００３１】
　特定の実施形態では、本明細書で使用するための香料を、カプセル化又はマイクロカプ
セル化することができる。カプセル化された香料は、洗剤との共注出が不可能な香料組成
物のポリマー材料全体にわたって分散させてもよい。
【００３２】
　あるいは、洗剤との共注出が可能な香料組成物に組み込まれる１つ以上の香料化合物を
カプセル化してもよい。好ましくは、洗剤との共注出が可能な組成物中にあるカプセル化
された香料化合物は、洗剤との共注出が不可能な香料組成物中には存在しない。特定の実
施形態では、洗剤との共注出が可能な香料組成物をカプセル化する一方で、洗剤との共注
出が不可能な香料自体を、任意で、ただし好ましくは、従来の可塑剤及び／又は粘着付与
剤と組み合わせて、低融点熱可塑性物質、例えばホットメルト接着剤などのポリマー材料
全体にわたって分散させてもよい。
【００３３】
　本明細書で使用するとき、「カプセル化」は、当該技術分野で認識されており、少量の
香料を完全に取り囲むシェルの形成を指す。シェル材料は、洗剤との共注出が不可能な香
料のポリマー組成物と同一であってもよく、又は香料を放出させるためにシェルを破裂さ
せる前にも破裂させた後にもポリマー組成物の特性を損なわない他のいずれかの成分を含
んでもよい。同様に、香料を、それ自体が他のカプセルと共にカプセル化されるシェル内
でカプセル化してもよい。
【００３４】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が可能な香料組成物は、洗剤との共注出が不可能
な香料組成物の嗅覚特徴に合致する嗅覚特徴を有する。特定の代替的な実施形態では、洗
剤との共注出が可能な香料組成物は、洗剤との共注出が不可能な香料組成物の嗅覚特徴と
は異なる嗅覚特徴を有する。
【００３５】
　香料は、典型的には、揮発性の異なる多数の構成成分から構成される。洗剤との共注出
が不可能な香料組成物は、好ましくは、それらの異なる揮発性に基づいた構成成分の分離
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を回避し、長時間にわたって完全な香料ブーケの持続供給を可能にする。特定の好ましい
実施形態では、香料は、好ましくは複数の構成成分、より好ましくは５を超える構成成分
によって構成される香料である。
【００３６】
　洗剤との共注出が不可能な香料組成物
　洗濯洗剤製品は、洗剤との共注出が不可能な香料組成物を含む。本明細書で使用するた
めの、洗剤との共注出が不可能な好適な香料組成物には、本明細書に参考として組み込ま
れるＷＯ２００５／０４９７１７Ａ２に記載の揮発性材料の持続放出のためのポリマー組
成物が含まれる。洗剤からの揮発によってヘッドスペースに進入可能な香料又は悪臭（そ
のような材料が洗剤中に存在するとき）に加えて、洗剤との共注出が不可能な香料組成物
は、香料をヘッドスペース全体に拡散させる有効な技術を提供する。
【００３７】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物からの香料の放出は、受動
的である。
【００３８】
　本明細書で使用するとき、用語「受動的」は、ユーザーによる介入を必要としない、拡
散などによる香料組成物の放出経路を含むことが意図されている。対照的に、「能動的」
放出経路は、香料組成物を放出するために、これらに限定するものではないが、スポンジ
などの好適な媒質から香料を搾ること、又はねじる動作を含めた、ユーザーによる動作を
必要とする。受動的放出では、好ましくは、閉止又は包装の振盪を受けるときでさえ、香
料組成物の放出速度が無変化のままである。すなわち、香料組成物の急速及び／又は間欠
的放出は、放出の一次機構ではない。
【００３９】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可能な組成物は、包装の内部部分に添付され
ており、ここで、洗剤との共注出が不可能な香料組成物が溶融可能であるときには、洗剤
との共注出が不可能な香料組成物が、周囲の貯蔵温度よりも少なくとも約５℃、少なくと
も約１０℃、又はさらに少なくとも約１５℃高い注出温度を有するものである。
【００４０】
　洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、容器、トランジション構成要素、クロージャ
、又はこれらのいずれかの組み合わせの中に配置されてよい。洗剤との共注出が不可能な
香料組成物は、リング、環状ディスク、円形、正方形、長方形、又は洗剤との共注出が不
可能な香料組成物がその中に組み込まれるべきスペースの形状に適した他の任意形状を含
め、様々な形状のいずれかへと形成されてよい。特定の実施形態では、洗剤との共注出が
不可能な香料組成物は、包装のトランジション構成要素内に、又はキャップ若しくはクロ
ージャではなく自己排出型（self-draining）分与オリフィスを形成する要素内へと配置
される。
【００４１】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、包装の出口よりも大き
な寸法を有し、かつ、流体洗濯洗剤中で浮揚可能な固体に吸着若しくは添付されており、
ここで、香料組成物が溶融可能であるときには、それらの注出温度が周囲の貯蔵温度より
も少なくとも５℃高いものである。そのような特定の実施形態では、洗剤との共注出が不
可能な香料組成物は、中空の球体の形態であるが、洗剤との共注出が不可能な該香料組成
物は、これらに限定するものではないが、シート、星、花、ディスク、長方形、正方形、
若しくは他の任意形状を含めた、中空又は中実のいずれか好適な形状であってもよく、こ
こで、洗剤との共注出が不可能な香料組成物が、包装の出口よりも大きくなるように寸法
設定され、かつ、流体洗濯洗剤中で浮揚可能なものである。特定の実施形態では、包装が
透明であり、かつ、洗剤との共注出が不可能な香料組成物が多数の形状及び／又は色のう
ちのいずれか１つであることが有利な場合がある。特定の実施形態では、洗剤との共注出
が不可能な香料組成物は、１つよりも多くの色を有してよい。特定の実施形態では、包装
は、１つよりも多くの、洗剤との共注出が不可能な香料組成物を含有してよい。さらに、
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洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、包装の構成要素に直接的又は間接的に添付され
てよい。例えば、間接的添付方法は、賦香されたホットメルト接着剤を薄いプラスチック
フィルム、例えばＨＤＰＥフィルム上で固まらせ、そのフィルムを次に接着テープなどの
別個の接着材料を用いて包装要素に結合させるものである。ゆえに、洗剤との共注出が不
可能な香料組成物の粘着性は、常に重要なわけではない。
【００４２】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、香料とポリマー組成物
とを含んでなり、流体洗濯洗剤が使われてしまったときに、又は流体洗濯洗剤の残留量し
か容器内に残っていないときに、好ましくは洗剤との共注出が不可能な香料組成物中に依
然として検出可能な量の香料が存在するように、好ましくは、洗剤との共注出が不可能な
香料組成物は、持続的な方式で、すなわち、比較的一定した放出速度で長い時間にわたっ
て香料を放出する能力を有する。そのような特定の好ましい実施形態では、洗剤との共注
出が不可能な香料組成物の香料の放出は、流体洗濯洗剤と繰り返し接触させられたときで
さえ、ほぼ無変化である。換言すれば、流体洗濯洗剤自体は、洗剤との共注出が不可能な
香料組成物から香料を抜き出すことはない。
【００４３】
　特に指示のない限り、本明細書の語句「ポリマー組成物」は、洗剤との共注出が不可能
な香料組成物中で香料を供給するために使用できる熱可塑性ポリマー組成物を指す。本明
細書で使用するとき、用語「ポリマー組成物」は、包装プラスチックともポリマー洗剤補
助剤とも異なる。好ましくは、「ポリマー組成物」は、ボトル作製に使用される包装プラ
スチックの軟化温度よりも少なくとも約１０℃低い軟化温度を有するが、加えられる香料
が存在しない場合には少なくとも最高約３５℃までの温度で共注出不可能なままである。
【００４４】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物の香料は、ヘッドスペース
内への拡散によって放出される。そのような特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可
能な香料組成物は、所望により、透過性ライナー要素によって流体洗濯洗剤から隔てられ
ていてもよいが、そのような要素は必須ではない。そのような特定の実施形態では、ライ
ナーは、香料材料を透過するが、流体洗濯組成物は透過しない。一般に、洗剤との共注出
が不可能な香料組成物は、流体洗濯洗剤と接触させることができる。
【００４５】
　一般に、洗剤との共注出が不可能な香料組成物と流体洗濯洗剤との重量比率は、広く変
化させることができ、例えば、約０．０１グラム～約２グラム、より典型的には約０．０
５グラム～約０．５グラムの、洗剤との共注出が不可能な香料組成物が、最大約３ｋｇま
での流体洗濯洗剤を含んでなる製品を賦香するのに十分である。
【００４６】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、約１重量％～約８０重
量％、好ましくは約１０重量％～約６０重量％の香料を含んでなる。そのような特定の実
施形態では、洗剤との共注出が不可能な洗剤組成物の残部は、熱可塑性ポリマー、可塑剤
、粘着付与剤、又はこれらのいずれかの組み合わせを含んでなる。
【００４７】
　製品が全体として、洗剤との共注出が不可能な香料組成物と、洗剤との共注出が可能な
香料組成物との両方を含んでなるときには、洗剤との共注出が可能な組成物中の香料と、
洗剤との共注出が不可能な香料組成物中の香料との重量比は、約０：１～約１：０．００
００１である。
【００４８】
　製品が全体として、洗剤との共注出が不可能な香料組成物と、洗剤との共注出が可能な
香料組成物との両方を含んでなり、これらの合計が製品中の全香料の１００％と見なされ
るときには、洗剤との共注出が不可能な香料組成物の有効量は、製品中の全香料の約０．
００１重量％ほどの少量、より典型的には約０．０１～約３重量％（すなわち、重量で最
大１００分の３）であってよい。
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【００４９】
　他の実施形態では、流体洗剤を賦香されていないものとすることができ、洗剤との共注
出が不可能な組成物の好適な量は、全香料の１００重量％を含んでなることになる。
【００５０】
　特定の好ましい実施形態では、洗剤との共注出が可能な香料組成物は、布地持続性（fa
bric substantive）の香料原料の最高約０．１％まで、好ましくは最高約５０％まで、よ
り好ましくは最高約１００％までを含んでなってもよい。
【００５１】
　特定の実施形態では、例えば、洗剤との共注出が可能な香料の濃度を製品中の全香料の
約２０％未満、約１０％未満、又はさらに約１％未満にすることによって、他の流体洗濯
洗剤成分と相互作用を起こしやすい可能性のある洗剤との共注出が可能な香料の量を最小
限に抑えることが有利な場合がある。そのような特定の実施形態では、洗剤との共注出が
可能な香料をポリアミンシェル内にカプセル化することが有利な場合がある。
【００５２】
　好適なポリマー組成物は、広い極性範囲の多種多様な香料を効果的に供給可能であり、
またさらに好ましくは、高密度ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート、及びポリプ
ロピレンなど、プラスチック包装構築材料に良好に接着する。好適なポリマー組成物は、
その極性特徴の非常に精密な調整を可能にする添加剤をさらに含んでなってもよい。これ
によって、可塑化されたポリマーマトリックスに導入され得るあらゆる香料との適合性を
最大限にすることが可能となり、それにより、本発明によるポリマー組成物が得られる。
理論に束縛されるものではないが、香料の良好な組込み及び持続供給をもたらすには、可
塑化されたポリマーマトリックスと香料との間の特定の極性の合致が必要と考えられてい
る。
【００５３】
　特定の実施形態では、ポリマー組成物は、フィルム、シート、発泡体、又は接着剤から
選択される材料へと形成されてよい。そのような特定の好ましい実施形態では、ポリマー
組成物は、接着剤、好ましくは固化されたホットメルト接着剤へと形成される。
【００５４】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、少なくとも１つの可塑
剤、少なくとも１つの粘着付与剤、又はこれらのいずれかの組み合わせをさらに含んでな
る、固化されたホットメルト接着剤である。
【００５５】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、流体洗濯洗剤に不溶性
である。
【００５６】
　洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、いずれか好適な方法を使用して包装に添付さ
れてよい。そのような特定の実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物がそれ
に添付される包装の表面は、初めに局所的粗面処理にさらされる。そのような局所的粗面
処理の方法は、当該技術分野において周知であり、例えば、本来は滑らかな包装プラスチ
ックの擦過（abrasion）による。
【００５７】
　特定の実施形態では、好適なポリマー組成物を、好ましくは約１００℃未満、場合によ
っては約７０℃未満の低い適用温度を有するホットメルト接着剤として処方することがで
きる。これは、処理温度が高いほど、組成物の製造中に組み込まれる香料のかなりの量を
蒸発によって失う危険が大きくなるので、香料を組み込むために使用される材料にとって
特に望ましい特性である。さらに、適用温度又は処理温度が高いほど、ポリマー組成物の
処理に関係した安全上の危険を増大させることがある。好適なホットメルト接着剤の例は
、Ｕ．Ｓ．６，０８４，０１０及びＵ．Ｓ．５，８２７，９１３に見ることができ、その
開示全体を本明細書に参考として組み込む。
【００５８】
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　固化され賦香されたホットメルト接着剤は、約８５℃未満の処理温度で熱可塑性樹脂を
香料で処理して均質な混合物を形成することにより、製造することができる。そのような
特定の実施形態では、熱可塑性樹脂は、香料を含んでなる流体に加えられる。したがって
、固化され賦香されたホットメルト接着剤を製造する方法は、約８５℃未満の処理温度で
熱可塑性樹脂を香料で処理して均質な混合物を形成する工程を含んでなる。特定の実施形
態では、方法は、香料を含んでなる流体に熱可塑性樹脂を加えることによって熱可塑性樹
脂を処理する工程を含んでなる。
【００５９】
　特定の実施形態では、ポリマー組成物は、ａ）エチレンと少なくとも１つのヘテロ原子
を含んでなる少なくとも別のモノマーとのコポリマーと、ｂ）少なくともヘテロ原子を含
んでなる１０％よりも多くの可塑剤とを含んでなる。そのような組成物は、フィルム、シ
ート、発泡体、及び接着剤、好ましくは接着剤、より好ましくはホットメルト接着剤へと
形成されてよい。これらのホットメルト接着剤組成物は、好ましくは、ほとんどの基材（
プラスチックフィルム、発泡体、及び厚紙など）への接着性が良好である。
【００６０】
　好適なコポリマーは、ブロックコポリマー若しくは非ブロックコポリマー、グラフトコ
ポリマー、側鎖若しくは架橋をもつコポリマー、又はエチレンモノマーが少なくとも１つ
のヘテロ原子を含んでなるモノマーとランダムに共重合したコポリマーであってよい。
【００６１】
　エチレンの好適なコポリマーは、例えば、エチレン－ビニルエステルコポリマー、エチ
レン－アクリル酸エステルコポリマー、エチレン－メタクリル酸エステルコポリマー、エ
チレン－アクリル酸コポリマー及びこれらの塩、エチレン－メタクリル酸コポリマー及び
これらの塩、エチレン－ビニルエステル－アクリル酸コポリマー、エチレン－ビニルエス
テル－メタクリル酸コポリマー、エチレン－ビニルエステル－無水マレイン酸コポリマー
、エチレン－アクリル酸エステル－無水マレイン酸コポリマー、エチレン－ビニルエステ
ル－グリシジルメタクリレートコポリマー、エチレン－アクリル酸エステル－グリシジル
メタクリレートコポリマー、エチレン－無水マレイン酸コポリマー、エチレン－グリシジ
ルメタクリレートコポリマーである。
【００６２】
　コポリマー中に少なくとも１つのヘテロ原子を含んでなるモノマーは、好ましくは、コ
ポリマーの総重量の１０％～９０％、より好ましくは少なくとも１４％、最も好ましくは
少なくとも１８％に相当する。
【００６３】
　特に好ましいコポリマーは、デュポン（Dupont）から商品名エルバックス（Elvax）（
商標）として、アトフィナ（Atofina）からエバサン（Evathane）（商標）として、エク
ソン（Exxon）からエスコレン（Escorene）（商標）として、バイエル（Bayer）からレバ
プレン（Levapren）（商標）及びレバメルト（Levamelt）（商標）として販売されている
ようなエチレン－ビニルアセテートコポリマー、並びにアトフィナ（Atofina）から商品
名ロートリル（Lotryl）（商標）として販売されているようなエチレン－アクリル酸エス
テルコポリマーである。
【００６４】
　用語「少なくともヘテロ原子を含んでなるモノマー」には、分子中に少なくともＣ－Ｘ
結合を含んでなり、ＸがＣでもＨでもない、すべてのモノマーが含まれる。前記Ｃ－Ｘ結
合は、好ましくは極性結合である。好ましくは、炭素原子は、Ｎ、Ｓ、Ｆ、Ｃｌ、又はＯ
原子に結合している。より好ましくは前記極性結合は、カルボニル基の、より好ましくは
エステル基の一部である。本発明のための好ましい、少なくともヘテロ原子を含んでなる
モノマーは、ビニルアセテート、ビニルアルコール、メチルアクリレート、エチルアクリ
レート、ブチルアクリレート、アクリル酸及びこれから形成される塩、メタクリル酸及び
これから形成される塩、無水マレイン酸、グリシジルメタクリレート、及び一酸化炭素で
ある。
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【００６５】
　本発明のポリマー組成物のための第２の構成成分は、少なくとも１つのヘテロ原子を含
んでなる可塑剤又は可塑剤のブレンドであり、その可塑剤又は可塑剤のブレンドは、エチ
レンと、少なくともヘテロ原子を含んでなる少なくとも別のモノマーとのコポリマーと適
合性がある。用語「少なくともヘテロ原子を含んでなる可塑剤」には、分子中に少なくと
もＣ－Ｘ結合を含んでなり、ＸがＣでもＨでもない、すべての可塑剤が含まれる。前記Ｃ
－Ｘ結合は、好ましくは極性結合である。好ましくは、炭素原子は、Ｎ、Ｓ、Ｆ、Ｃｌ、
又はＯ原子に結合している。より好ましくは前記極性結合は、カルボニル基の、より好ま
しくはエステル基の一部である。
【００６６】
　本発明によるポリマー組成物で使用するのに好適な可塑剤は、その全体を本明細書に参
考として組み込まれるＷＯ２００５／０４９７１７Ａ２に記載されており、可塑剤として
は、クエン酸エステル、低分子量ポリエステル、ポリエーテル、液体ロジンエステル、芳
香族スルホンアミド、フタレート、ベンゾエート、スクロースエステル、多官能性アルコ
ールの誘導体（多官能性とは、２つ以上のヒドロキシル基を有することを意味する）、ア
ジペート、タータラート、セバケート、リン酸、脂肪酸、及び二酸のエステル、脂肪族ア
ルコール及びジオール、エポキシ化植物油など、並びにこれらの混合物が挙げられる。以
上で既に述べたように、適合性のある様々な可塑剤の様々な極性（当業者に既知の任意の
方法、例えば、水／オクタノール分配係数によって測定可能）を使用して、香料の極性と
のより良好な合致をもたらすようにポリマーマトリックスの極性を調整することができる
。
【００６７】
　本発明のポリマー組成物は、好ましくは熱可塑性ポリマー組成物である。これらは、熱
可塑性ポリマー組成物を製造するいずれか既知のプロセスを用いて製造することができ、
典型的には、ポリマーを溶融させる工程と、次いで可塑剤と香料とを均質にブレンドして
均質な塊を形成し、次いでその塊を冷却してポリマー組成物を得る工程とを含んでなる。
熱可塑性組成物の中で好ましいのは、低い溶融温度及び粘度を有するもの、したがってホ
ットメルトとして処理できるものである。これらのホットメルト系では、ブレンド時並び
にその後の溶融状態での適用時の香料の損失が最小限に抑えられる。
【００６８】
　本発明によるポリマー組成物が熱可塑性組成物であるときに好ましくは使用でき、かつ
、好ましくは賦香されたホットメルト接着剤として使用するのに好適な他の任意成分は、
本発明の組成物の接着能をさらに高めるための、ロジン誘導体、脂肪族樹脂、芳香族樹脂
、又は脂肪族－芳香族混合樹脂などの粘着付与樹脂である。他のポリマー又はコポリマー
、充填剤、架橋剤、顔料、染料、酸化防止剤及び他の安定化剤などのような更なる任意成
分を添加して組成物に所望の特性を与えることもできる。
【００６９】
　ポリマー組成物は、また、中間工程又は最終工程として、ポリマー溶液を使用して調製
されてもよい。この種類の調製は、当業者には周知であり、典型的には、選択されたポリ
マー、可塑剤、及び香料を有効な溶媒に溶解させる工程と、必要に応じて溶液又はゲルを
調製するために加熱する工程とを含んでなる。次いで、溶媒を蒸発によって除去し、それ
によってその中に分散した香料を含有するポリマー組成物を提供することができる。
【００７０】
　あるいは、ポリマー組成物を水性エマルション又は分散液の形態で調製してもよい。ポ
リマーの水性エマルション又は分散液を得る技術は、当業者には周知である。例えば、選
択されたポリマー、可塑剤、及び香料を、熱可塑性材料として合わせてブレンドすること
ができる。次いで、得られる溶融物を、好ましくはその融点よりも高い温度で、混合によ
って水に分散させることができ、当業者に既知の界面活性剤及び／又は安定化系を使用し
て、得られるエマルション又は分散液を安定化させることができる。
【００７１】
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　特定の代替的な実施形態では、予め形成された水性ポリマー分散液又はエマルションを
、選択された可塑剤及び香料とブレンドすることができる。これは、成分をポリマー分散
液若しくはエマルションに直接加えることによって、又は、例えば、香料と可塑剤との水
性分散液を形成し、これをポリマー分散液若しくはエマルションとブレンドすることによ
って、達成することができる。両方の手順が、ポリマー組成物の水性分散液の形成をもた
らす。次いで、水を蒸発によって除去することができる。
【００７２】
　別の方法としては、可塑剤及び／又は香料の存在下でコポリマーを水分散液中に直接形
成することもできる。このプロセスは、分散した香料及び／若しくは可塑剤を含有する水
中のモノマー若しくはプレポリマーの溶液又は分散液と、それに続く、ポリマー分散液を
形成するための開始（initiation）とを伴うことがある。必要ならば、後で、分散された
ポリマー組成物を生成するために香料又は可塑剤を代替的に加えることもできる。
【００７３】
　ポリマー組成物は、そのレオロジー及びその接着特性ゆえに、選択された基材上に溶融
状態で適用されて基材に直接接着するのに特に有用である。それらは、例えば、賦香され
たヘッドスペースを作り出すために香料を放出することによって容器内のヘッドスペース
を好適に修飾するために、好適な位置で容器の内表面に適用することができる。そのよう
な放出は、「受動的」である。すなわち、人間の介入又は物理的変位を必要としない。特
定の実施形態では、容器の内表面への適用は、容器を製造する間に実施されてよい。ポリ
マー組成物は、いずれか好適なホットメルトデリバリーシステムを使用して適用されてよ
い。これらのシステムは、典型的には、加工可能な粘度の材料を提供する温度でホットメ
ルトを維持する溶融ユニットを含む。溶融ユニットは、典型的には、ホットメルトがグル
ーガン又はノズルに達するまでホットメルトをホースを通じて送り込むことができるポン
ピングシステムを備える。ノズルは、グルーの所望の適用形態（コーティング、ストライ
プ、ビーズ等）によって異なる幾何学形状を有することができる。典型的な実施形態では
、グルーガンとしてスロットノズルを用いることができる。
【００７４】
　洗剤との共注出が不可能な香料組成物、又は本明細書の好ましい賦香されたホットメル
ト接着剤組成物などの材料に適用される、用語「実質的に可溶性」は、言及される材料の
総量の少なくとも約８０％、好ましくは少なくとも約９０％が、容器内に存在する流体洗
濯洗剤の総量に溶解することを意味する。
【００７５】
　洗剤との共注出が不可能な香料組成物の嗅覚特徴
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤のニートな製品の香り（ＮＰＯ：neat product odo
r）が、例えば、「素晴らしい芳香（fine fragrance）」の嗅覚コノテーションとは相異
なる、良好な「清浄／爽やかな洗濯物」の嗅覚コノテーションを有することが有利である
。これは、製品のＮＰＯが、製品を使って洗浄した消費者の洗濯物の予想される匂いにつ
いての予測因子の役割を果たすはずであると、消費者が予想する可能性が高いという事実
に起因すると考えられている。換言すれば、消費者心理では、嗅覚特徴の選択は、所望の
最終用途に合致しなければならない。
【００７６】
　したがって、本明細書の洗剤との共注出が不可能な香料を、揮発性の香料原料（ＰＲＭ
：perfume raw materials）に焦点を当て、当該技術分野で「残留」若しくは「持続的」
と呼ばれるＰＲＭにはさほど焦点を当てずに、洗濯香料として処方すべきであることが好
ましい。（以下でさらに説明する洗剤との共注出が可能な香料組成物について、逆もまた
真である）。
【００７７】
　洗剤との共注出が不可能な香料において使用するのに好適なＰＲＭとしては：メチルノ
ニルアセトアルデヒド、デシルアルデヒド、若しくはラウリンアルデヒドなどのアルデヒ
ディック（aldehydic）；ＰＴブシナール、ヘキシルシンナミックアルデヒド、ヘキシル
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サリチレート、ベンジルアセテート、若しくはペオニル（peonile）などのフローラル；
オレンジ油、レモン油、レモニル（lemonile）、ゲルニルニトリル（gernyl nitrile）、
若しくはジヒドロミルセノールなどのシトラス；フルテン（frutene）若しくはフロルア
セテート（floracetate）などのフルーティ；ウンデカファートル（undecavertol）、メ
チルフェニルカルビニルアセテート、β，γ－ヘキセノール、若しくはトリプラールなど
のグリーン；イソＥスーパー、メチルセドリローン（methyl cedrylone）、若しくはパチ
ョリなどのウッディ；又は、ハバノリド若しくはガラクソリドなどのムスキーが挙げられ
るが、これらに限定されない。
【００７８】
　さらに、洗剤との共注出が不可能な香料が、製品全体の香りに「及ぶ」傾向にあるので
、洗剤との共注出が不可能な香料自体が、製品の香りとブレンドし合う、より単純な「ア
コード」とは相異なる、完全に処方された香料を含んでなるべきであることが好ましい。
【００７９】
　洗剤との共注出が不可能な香料組成物又は本明細書の好ましい賦香されたホットメルト
接着剤組成物などの材料に適用される、用語「実質的に不溶性」は、言及される材料の総
量の約２０％未満、好ましくは約１０％未満が、容器内に存在する流体洗濯洗剤の総量に
溶解することを意味する。
【００８０】
　本明細書で使用するとき、「残留量」は、もとの量の最大約５重量％まで、好ましくは
最大約３重量％まで、より好ましくは最大約１重量％までを含むことが意図されている。
【００８１】
　流体洗濯洗剤
　本製品は、流体洗濯洗剤を含んでなる。典型的には、流体洗濯洗剤の量は、洗剤との共
注出が不可能な香料組成物を定義する際に、上記した重量比率に従う。流体洗剤は、典型
的には、完全に洗剤で詰められたときに、それでも少なくとも約１ミリリットル、又はさ
らに少なくとも５ミリリットルのヘッドスペース容積を有するような十分な内部容量を有
する包装内に、１リットル、１と１／２リットル、３リットル、又は５リットルの体積で
提供される。
【００８２】
　特定の実施形態では、本明細書の流体洗濯洗剤は、注出可能な液体又はゲルである。そ
のような洗剤は、注出可能なままであれば、様々な粘度を有することができる。好適な粘
度、粘度の測定、及び増粘剤／構造剤（structurants）については、ＷＯ０５／０１２４
７５、ＷＯ０５／０５９０７７、及びＷＯ０５／０２６３０３に記載されており、これら
の全体を本明細書に参考として組み込む。簡潔には、粘度は、指定された一定の低い応力
下で、例えば、５００ミクロンの隙間を有する４０ｍｍステンレス鋼平行プレートを備え
たキャリメドＣＬＳ１００粘度計（Carrimed CLS 100 Viscometer）を使用して測定され
る粘度を特定することによって、定量化することができる。反対に、明確に示さない限り
、本明細書全体を通して述べられるすべての粘度は、好適には、剪断速度２１ｓ－１、温
度２５℃で測定される。
【００８３】
　好適な流体洗濯洗剤は、構造化された（structured）又は等方性のものであってよい。
それらは、界面活性剤を使用して内部構造化（internally structured）されても、増粘
剤を使用して外部構造化（externally structured）されてもよい。それらは、一緒に流
れる１つ以上の相を有してよい。流体洗濯洗剤は、好ましくは少なくとも約９０重量％の
単一の流体相を含んでなり、単純な注出可能な液体又は注出可能なゲルである。ゆえに、
本明細書の流体洗濯洗剤は、好ましくは、粘度によって特徴付けられる注出可能な液体か
ら注出可能なゲルまでにわたる。
【００８４】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤組成物は、好ましくは約１，５００ｍＰａ未満、約
１，０００ｍＰａ未満、又はさらに約５００ｍＰａ未満の粘度を有する、注出可能な液体



(20) JP 2009-507129 A 2009.2.19

10

20

30

40

50

である。
【００８５】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤組成物は、好ましくは約１，５００ｍＰａ～約６，
０００ｍＰａ、約１，５００ｍＰａ～約４，０００ｍＰａ、約１，５００ｍＰａ～約３，
０００ｍＰａ、又はさらに約１，５００ｍＰａ～約２，０００ｍＰａの粘度を有する、注
出可能なゲルである。
【００８６】
　好適な流体洗濯洗剤は、残部の界面活性剤及び／又はビルダー及び／又はキャリアと共
に包装から共注出が可能な少なくとも１つの材料を含んでなる。材料は、（１）洗剤との
共注出が可能な香料組成物、（２）布地ケア添加剤、（３）洗濯特有の洗浄性添加剤、（
４）布地洗濯に好適な酵素、（５）揮発性の悪臭化合物、又は（６）これらのいずれかの
組み合わせから選択される。
【００８７】
　（１）洗剤との共注出が可能な香料組成物
　本明細書の好適な流体洗濯洗剤には、洗剤との共注出が可能な香料組成物を含んでなる
ものが含まれる。洗剤との共注出が可能な香料組成物は、形態は様々であり、かつ、香油
若しくは香料エマルションであってよく、又は香油と香料材料の微小粒子若しくはマイク
ロカプセル化物（microencapsulates）との両方を含んでなる混合物であることができる
。
【００８８】
　洗剤との共注出が可能な香料組成物の好適な濃度は、流体洗剤組成物の約０．０００１
～約１０重量％、約０．００１～約２重量％、又はさらに約０．００１～約１重量％を構
成する。特定の実施形態では、洗剤との共注出が可能な香料組成物は、０．０１％～約１
％の香料マイクロカプセル及び／又はアミン利用若しくは他の布地持続性（fabric subst
antive）が高い香料を含んでなる。
【００８９】
　特定の実施形態では、洗剤との共注出が可能な香料組成物が、溶液、分散液、又は懸濁
液を提供するために流体洗濯洗剤に完全に混合されることが有利な場合がある。そのよう
な特定の実施形態では、貯蔵安定性を改善するために増粘剤を使用してよい。洗剤との共
注出が可能な好ましい香料組成物は、当該技術分野において既知のプロフレグランス（pr
o-fragrances）若しくはプロ香料（pro-perfumes）を含めた既知の香料材料を含んでなる
。例えば、エトキシ化ポリアルキレンイミンを含むβケトエステルプロフレグランスにつ
いて記載する、その全体が本明細書に参考として組み込まれるＷＯ００／００５８０、及
びシリコーンプロフレグランスについて記載する、その全体が本明細書に参考として組み
込まれるＷＯ９９／４６３１８を参照のこと。
【００９０】
　単純なアコード又は単一の香料化合物とは異なる、完全に処方された香料が好ましい。
特定の実施形態では、洗剤との共注出が可能な香料組成物は、液体香料処方を香料マイク
ロカプセルと合わせた混合物を含んでなる。さらに、香料マイクロカプセル又はアミン利
用香料供給を使用するときには、本発明は、従来の液体香料処方が流体洗剤に加えられな
い実施形態を含む。
【００９１】
　本明細書の香料マイクロカプセルは、それらが包装から洗濯洗剤組成物と共に注出可能
であるように、本明細書の流体洗濯洗剤組成物中に分散又は懸濁されるのに十分に小さい
サイズを有する離散粒子の形態を有する任意のカプセル化された香料である。「カプセル
化された」は、一般に香料を閉囲する１つ以上のコーティング層が存在することを意味す
る。カプセル化物（encapsulate）内に収められた香料は、液体又は固体形態であること
ができ、均質又は不均質に分散していることができる。好適な粒径は、ナノメートルスケ
ールからミクロンスケールまで、場合によってはミリメートルスケールにまでわたる。典
型的な粒径は、１ミクロン～１ｍｍにわたる。本明細書の実施形態では、カプセル化され
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た香料は、それがその上に付着される布地上に目に見える残留物をほとんど又は全く残さ
ない。
【００９２】
　好ましい実施形態では、香料マイクロカプセルは、濾過によって布地に閉じ込められる
のに好適な粒径を有することから、反対の正味表面電荷を有することによる（典型的には
負に帯電した）布地への静電引力までにわたる、化学的及び／又は物理的メカニズムによ
って、洗剤で洗濯する間の布地上への付着が測定可能なほどに増加する。他の好ましい実
施形態では、香料マイクロカプセルは、粘着性によって布地に接着するもの、より具体的
には、粘着性粒子と一致する付着仕事量を有するものである。
【００９３】
　好適なカプセル化又はマイクロカプセル化された香料、すなわち、香料マイクロカプセ
ルについては、Ｕ．Ｓ．２００４／００７２７１９、Ｕ．Ｓ．６，２２５，３７２、Ｕ．
Ｓ．６，３５９，０３１、Ｕ．Ｓ．４，２３４，６２７、Ｕ．Ｓ．３，５１６，９４１、
Ｕ．Ｓ．６，９１６，７８０、Ｕ．Ｓ．４，９１９，８４１、Ｕ．Ｓ．５，２８１，３５
６、Ｕ．Ｓ．５，２８１，３５７、Ｕ．Ｓ．５，２８１，３５５、及びカーク・オスマー
の工業化学百科事典（Kirk Othmer’s Encyclopedia of Chemical Technology）の芳香剤
のカプセル化（Fragrance Encapsulation）の項に記載されており、これらの全体を本明
細書に参考として組み込む。好適なカプセル化系としては、蝋、アミノプラスト、及びエ
マルション重合系が挙げられるが、これらに限定されない。コーティングは、カチオン性
であっても、帯電していなくてもよい。洗剤との共注出が可能な香料組成物で使用するた
めの香料をカプセル化する際には、例えば、セレッセンス・インターナショナル社（Cele
sscence International Ltd）から市販の香料負荷されたメラミン－ホルムアルデヒドカ
プセルスラリーに適用された特定のカチオン性コーティングを利用する、以上で参照した
Ｕ．Ｓ．２００４／００７２７１９Ａ１の実施例７で好適に教示されているように、（ｉ
）洗剤中への香料の拡散を低減又は制限すること、及び（ｉｉ）香料の布地持続性（fabr
ic substantivity）を高めることが好ましい。一様なサイズの粒子は、その全体が本明細
書に参考として組み込まれるＵ．Ｓ．６，８９０，５９２に記載されているようなプロセ
スによって作製することができる。
【００９４】
　他の実施形態では、洗剤との共注出が可能な香料組成物は、液体香料処方を、任意で液
体香料と予め混合された、アミノ又はポリアミノ官能性化合物と合わせた混合物を含んで
なる。本明細書の香料の布地付着を向上させるためのポリアミノ又はポリイミン化合物の
そのような使用は、集合的に、「アミン利用（amine-assisted）香料デリバリーマトリッ
クス」に関わるもの、又は代替語「アミン利用香料」と呼ばれる。
【００９５】
　本明細書のアミン利用香料又は香料デリバリーシステムには、香料化合物若しくは香料
化合物の混合物と有機アミン若しくはポリアミンとの間の化学的及び／又は物理的相互作
用によって、流体洗剤の存在下で洗濯されたときの布地上への付着が改善された、あらゆ
る香料化合物又は香料化合物の混合物が含まれる。アミン若しくはポリアミンは、香料化
合物とは別個に又は香料化合物と一緒に、洗剤に加えることができる。好ましくは、アミ
ン若しくはポリアミンは、香料化合物とのプレミックスの形態ではなく、別個に洗剤に加
えられる。アミン若しくはポリアミンは、好ましくは少なくとも１つ、より好ましくは複
数の１級及び／又は２級アミン部分を含んでなる。アミン利用香料又はアミン若しくはポ
リアミン利用香料デリバリーシステムを含んでなる好ましい実施形態では、アミンは、低
い蒸気圧を有し、例えば少なくとも２００℃の標準沸点を有していて固有の香りがほとん
ど又は全くなく、また好ましくは、１０％水溶液中で８よりも大きいｐＨでアニオン性で
ある少なくとも１つのイオン化可能な非アミン部分を含んでなる不揮発性の高分子アミン
である。本明細書のアミン利用香料は、一般に、そのような実施形態の必須の高分子アミ
ノ官能性香料付着向上材料として酵素タンパク質を含まない。さらに、本明細書のアミン
利用香料は、一般に、悪臭のある低沸点アミン不純物、例えばトリメチルアミンを、多く
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ても非常に低い濃度で、好ましくは１ｐｐｂ未満含んでなる。本明細書の実施形態では、
アミン利用香料は、それがその上に付着される布地上に目に見える残留物をほとんど又は
全く残さない。
【００９６】
　アミン利用香料デリバリー及び／又は香料マイクロカプセルを含んでなる本発明の実施
形態では、少なくとも約０．００１重量分画（重量で１０００分の１）の洗剤との共注出
が可能な香料組成物が、ポリアミン利用デリバリーマトリックス、香料マイクロカプセル
、又はこれらのいずれかの組み合わせに組み込まれる。洗剤との共注出が可能な香料組成
物として、又はその一部として使用するための、アミン若しくはポリアミン利用香料シス
テムは、それらの全体を本明細書に参考として組み込まれる、次の特許文献に開示されて
いるが、Ｕ．Ｓ．２００３２１１９６０、Ｕ．Ｓ．２００３０７３６０７、Ｕ．Ｓ．２０
０４０９７３９７、Ｕ．Ｓ．２００３２２８９９２、Ｕ．Ｓ．２００３２１１９６３、Ｕ
．Ｓ．２００４１１６３２０、Ｕ．Ｓ．２００５００９７２７、Ｕ．Ｓ．２００５０４３
２０５、Ｕ．Ｓ．６，４５１，７５１、Ｕ．Ｓ．６，５１１，９４８、Ｕ．Ｓ．６，６９
９，８２３、Ｕ．Ｓ．６，７９０，８１５、Ｕ．Ｓ．２００５０４３２０８、Ｕ．Ｓ．６
，７４０，７１３、Ｕ．Ｓ．６，７６４，９８６、ＷＯ０１／０４０８４、及びＥＰ１０
６７１１７、これらの全体を本明細書に組み込む。
【００９７】
　洗剤との共注出が可能な香料組成物の処方に好適な香料化合物としては、特に、濡れた
及び／又は乾いた布地の改善された香りを保証するために布地上に少なくとも部分的に付
着可能な実施形態では（その全体を参考として組み込まれる米国特許第５，７８０，４０
４号に「持続的香料」として記載されている香料化合物）、ベンゾフェノン、ベンジルア
セテート、ベンジルアセトン、シトロネロール、シトロネリルエステル（アセテート、ホ
ルメート、プロピオネート）、シス－３－ヘキセノール、ジメチルベンジルカルビニルア
セテート、ダマスコーン（α、β、δ）、ダマセノン、ダマセノン全体（damascenone to
tal）、オイゲノール、ゲラニオール、ゲラニルエステル（アセテート、ホルメート、プ
ロピオネート、ブチレート、チグレート、フェニルアセテート）、ゲラニルニトリル、ヘ
キシルシンナミックアルデヒド、イオノン（α、β、ＡＢ、γメチル）、リナロール、ラ
ウリンアルデヒド、リナリルアセテート、リリアール、メチルジヒドロジャスモネート、
ネロール、フェニルエチルアセテート、フェニルエチルエステル（ホルメート、アセテー
ト、イソブチレート、イソバレレート、フェニルアセテート）、フェニルヘキサノール、
ＯＴＢＣＡ、ＰＴＢＣＡ、ロサルバ、テトラヒドロリナロール、ウンデシレンアルデヒド
、アミルシンナミックアルデヒド、アミルサリチレート、アニスアルデヒド、アネトール
、オーランチオール、ベンジルアルコール、ベンジルエステル（ブチレート、アセテート
、プロピオネート、サリチレート、ベンゾエート）、シス－ジャスモン、ジヒドロイソジ
ャスモネート、フロールアセテート（flor acetate）、フルテン（frutene）、γデカラ
クトン、ヘリオナル、ヒドロキシシトロネラール、インドール、ノナラクトン、メチルベ
ンゾエート、メチルアントラニレート、ジャスモラクトン、ウンデカラクトン、サイマー
ル、ジメチルベンジルカルビノール、フローラルオゾン（floralozone）、フロルヒドラ
ル、リラール、マイヨール（mayol）、マジャントール（majantol）、ムゲタノール（mug
etanol）、オンシダール（oncidal）、テトラヒドロムグオール（tetrahydromuguol）、
シス－３－ヘキセニルアセテート、ネオブテノン（neobutenone）、ガラクソリド、テル
ピネオール、ヘリオトロピン、バニリン、ジヒドロミルセノール、βメチルナフチルケト
ン、シトロネリルニトリル、デシルアルデヒド、マンダリル（mandaril）、ミルセニルア
セテート、ミルセン、メチルノニルアセトアルデヒド、メチルオクチルアセトアルデヒド
、ノニルアルデヒド、オクチルアルデヒド、オクチルアルコール、テトラヒドロミルセノ
ール、テルピニルアセテート、αピネン、βピネン、カンフェン、ジペンテン、ユーカリ
プトール、フェンキルアセテート、フェンキルアルコール、テルピノレン、カルボン、メ
チルカビコール、メチルアミルケトン、メチルヘキシルケトン、メチルサリチレート、ク
マライン、イソＥスーパー、ベルトフィックス（vertofix）、イソγスーパー（iso gamm
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a super）、アンブロックス（ambrox）、セタロックス（cetalox）、バクダノール（bacd
anol）、サンジノール（sanjinol）、ダルタノール（dartanol）、ジャバノール（javano
l）、カシュメラン（cashmeran）、カリオフィレン、ヒドロキシアンブラン（hydroxyamb
ran）、イロン、イソブチルキノリン、ロリシア、ＬＲＧ２０１、メチルセドリローン（m
ethyl cedrylone）、アンブロセニド（ambrocenide）、カラナール（karanal）、ノルリ
ンバノール（norlimbanol）、オリボン（orivone）、ポリサントール（polysantol）、ニ
ルバノール（nirvanol）、シス－３－ヘキセニルサリチレート、ジフェニルオキシド、リ
グストラール、メチルへプチンカーボネート、メチルオクチンカーボネート、メチルフェ
ニルカルビニルアセテート、カロン（calone）、フローラルオゾン（floralozone）、ア
リルアミルグリコレート、アリルカプロエート、アリルシクロヘキシルプロピオネート、
アリルヘプトエート（allyl heptoate）、アミルアセテート、アミルプロピオネート、ベ
ンズアルデヒド、ドデカラクトン、エチルアセテート、エチルアセトアセテート、エチル
メチルフェニルグリシデート、エチル－２－メチルプロピオネート、エチル－２－メチル
ブチレート、エチルマルトール、マルトール、エチルバニリン、アンブレットリド、カシ
ュメラン（cashmeran）、エチレンブラシレート、エキサルトリド、ムセノンδ（musceno
ne delta）、イソオイゲノール、トナリド、ムスクケトン、エキサルテックス（exaltex
）、エキサルトリド、インドール、ムスクキシロール、ムスクプラス（musk plus）が挙
げられるが、これらに限定されない。
【００９８】
　洗剤との共注出が可能な香料の特定の実施形態で使用するための他の好適な香料として
は、比較的高い蒸気圧、具体的には約２６０℃よりも高い沸点を有するもの；高い疎水性
、具体的には約３．０よりも大きいＣｌｏｇＰ（オクタノール／水）を有するもの；及び
低い臭気検出閾値、具体的には約５０ｐｐｂ未満、を有する香料が挙げられる；Ｕ．Ｓ．
６，４５８，７５４、ＷＯ９９／５５８１９Ａ、ＥＰ１０７３７０５Ｂを参照のこと；な
お、これらの全体を本明細書に参考として組み込む。
【００９９】
　（２）布地ケア添加剤
　本明細書の流体洗濯洗剤には、布地ケア添加剤を含んでなる実施形態が含まれる。その
ような実施形態における布地ケア添加剤の好適な濃度は、流体洗濯洗剤の約０．０００１
重量％～約２０重量％、より典型的には約０．１重量％～約５重量％である。いくらかの
洗浄特性を有する洗浄性添加剤とは異なり、布地ケア添加剤は、特に色付きの布地の、布
地特性及び／若しくは布地快適性特性を維持又は改善するのに役立つ材料である。布地ケ
ア添加剤としては、布地保形助剤、布地柔軟仕上げ剤若しくはコンディショナー、静電気
防止剤、保湿剤、布地肌触り改善剤、しわ低減剤、ピリング防止剤、及び染料定着剤など
が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１００】
　好適な布地ケア添加剤としては、カチオン性布地柔軟仕上げ剤（四級アンモニウム布地
柔軟化剤など）、カチオン性ヒドロキシエチルセルロースなどのカチオン性ガム、ゼネラ
ル・エレクトリック（General Electric）、ダウ・コーニング（Dow Corning）、及び他
の供給元から市販されているアミノシリコーンなどのシリコーンポリマー若しくはコポリ
マー、塩素捕捉剤、ポリエチレンマイクロビーズ、ポリビニルピリジンＮ－オキシドなど
の染料定着剤、移染防止剤、又はこれらのいずれかの組み合わせが挙げられるが、これら
に限定されない。
【０１０１】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤は、染料定着剤材料を含んでなる。好適な染料定着
剤は、参考として組み込まれるＷＯ００／２７９５８の３５頁に記載されており、チバ（
Ciba）及びクラリアント（Clariant）によって市販されている。
【０１０２】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤は、シリコーンポリマー又はシリコーンのブレンド
、例えば、少なくとも１つのアミノ官能性シリコーンを含んでなるブレンドを含んでなる
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。好適なアミノ官能性シリコーンについては、例えば、ＷＯ０５／００７７９０、ＷＯ０
４／０４６４５２、ＷＯ０４／０４２１３６、ＷＯ０４０４１９８７、及びＷＯ０４／０
４１９１２に記載されており、これらの全体を参考として組み込む。ＷＯ０４／０４１９
８３に記載されているように、コアセルベート相形成ポリマーを加えてもよい。他の好適
なアミノシリコーンを使用してもよく、そのような材料は、ダウ・コーニング（Dow Corn
ing）、ワッカー・ケミー（Wacker Chemie）、及び他の供給元から市販されている。シリ
コーンコポリマー又はそのブレンド、特に、無黄変アミノシリコーンを含有するものは、
布地柔軟性を改善し、絹のような感触を提供し、形状保持を改善することができる。
【０１０３】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤は、カチオン性シリコーンポリマーを含んでなる。
好適なカチオン性シリコーンポリマーについては、例えば、Ｕ．Ｓ．６，９０３，０６１
に記載されており、その全体を参考として組み込む。そのような特定の実施形態では、カ
チオン性シリコーンポリマーは、１つ以上のポリシロキサン単位、好ましくは、５０～２
００の重合度ｎを有する式－｛（ＣＨ３）２ＳｉＯ｝ｎ－のポリジメチルシロキサン単位
と、少なくとも１つのジ四級単位（diquaternary unit）を含んでなる有機ケイ素非含有
単位とを含んでなる。特定の好ましい実施形態では、選択されたカチオン性シリコーンポ
リマーは、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－１，６－ヘキサンジアンモニウム単位か
ら選択される、０．５０～１．０重量分画の前記有機ケイ素非含有単位を有する。
【０１０４】
　選択されたカチオン性シリコーンポリマーはまた、有機ケイ素非含有単位全体の０．０
～０．２０重量分画、特定の実施形態では非ゼロ量の、－ＮＨＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（
ＡＯ）ａＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＮＨ－単位を含有することができ、式中、ＡＯは、エチレ
ンオキシ、プロピレンオキシ、ブチレンオキシ、及びこれらの混合物を表し、ａは、５～
７０である。
【０１０５】
　選択されたカチオン性シリコーンポリマーはまた、有機ケイ素非含有単位全体の０．０
重量分画から、特定の実施形態では非ゼロ量から、０．２０重量分画までの、－ＮＲ３

＋

を含有することができ、式中、Ｒはアルキル、ヒドロキシアルキル、又はフェニルである
。これらの単位は、エンドキャップと考えることができる。
【０１０６】
　さらに、選択されたカチオン性シリコーンポリマーは一般に、四級部分の電荷の均衡を
保つために、無機及び有機陰イオンから選択される陰イオン、より好ましくは飽和及び不
飽和のＣ１～Ｃ２０カルボキシレート及びこれらの混合物から選択される陰イオンを含有
しており、したがって、カチオン性シリコーンポリマーはまた、四級部分の電荷の均衡を
保つ割合でこのような陰イオンを含んでなる。
【０１０７】
　概念的に、本明細書の選択されたカチオン性シリコーンポリマーは、布地持続性でない
（non-fabric-substantive）が表面エネルギーを改変させる、ポリシロキサン単位で構成
された「ループ（loops）」と、布地持続性（fabric-substantive）の「フック（hooks）
」とを含む非架橋又は「直鎖」ブロックコポリマーとして考えるのが便利である。
【０１０８】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤は、ポリマー移染抑制剤を含んでなってよい。ポリ
マー移染抑制剤は、当該技術分野で、洗濯プロセスの間の移染を低減又は防止することで
知られている。本明細書で有用なポリマー移染抑制剤としては、ポリビニルピロリドン及
びそのコポリマーが挙げられる。
【０１０９】
　特定の代替的な実施形態では、流体洗濯洗剤は、布地ケア添加剤として四級アンモニウ
ム布地柔軟化剤を含んでなってよい。そのような特定の実施形態では、組成物は、組成物
の約０．１～約１０重量％、約１重量％～約１０重量％、約１重量％～約４重量％、又は
約１．５重量％～約３重量％の、次の一般式：
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【化１】

　を有する四級アンモニウム布地柔軟化剤を含有し、式中、Ｒ１及びＲ２は独立してＣ１

～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル、ベンジル、及び－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｘＨ
から成る群から選択され、ここでｘは約２～約５の値を有し；Ｘは陰イオンであり；（１
）Ｒ３及びＲ４はそれぞれＣ８～Ｃ１４アルキルであり、又は（２）Ｒ３はＣ８～Ｃ２２

アルキルであり、Ｒ４はＣ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ１０ヒドロキシアルキル、ベン
ジル、及び－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｘＨから成る群から選択され、ここでｘは約２～約５の値で
ある。
【０１１０】
　特定の実施形態では、四級アンモニウム布地柔軟化剤は、モノ－長鎖アルキル四級アン
モニウム界面活性剤から選択されるが、前述の式で、式中、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３は、そ
れぞれメチルであり、Ｒ４は、Ｃ８～Ｃ１８アルキルである。
【０１１１】
　特定の実施形態では、四級アンモニウム界面活性剤は、クロリド、ブロミド、及びメチ
ルサルフェートＣ８～１６アルキルトリメチルアンモニウム塩、並びにＣ８～１６アルキ
ルジ（ヒドロキシエチル）－メチルアンモニウム塩から選択される。上記のうち、ラウリ
ルトリメチルアンモニウムクロリド、ミリスチルトリメチルアンモニウムクロリド、ココ
ナッツトリメチルアンモニウムクロリド、及びメチルサルフェートは特に好ましい。ウイ
トコ（Witco）から市販されているラウリルトリメチルアンモニウムクロリドであるアド
ゲン（ADOGEN）４１２（商標）は、好ましい柔軟化剤である。
【０１１２】
　特定の実施形態では、四級アンモニウム界面活性剤は、ジ－Ｃ８～Ｃ１４アルキルジメ
チルアンモニウムクロリド又はメチルサルフェートから選択され、特に好ましいのは、ジ
－Ｃ１２～Ｃ１４アルキルジメチルアンモニウムクロリドである。この部類の物質は、布
地に静電防止効果を提供するのに特に適する。
【０１１３】
　一実施形態では、四級アンモニウム柔軟化剤は、トリメチルアミン及び／又はジメチル
アミン不純物を１０ｐｐｍ未満、より好ましくは２ｐｐｍ未満含有する。
【０１１４】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤中の洗浄剤と四級アンモニウム柔軟化剤との重量比
は、約３：１～約２０：１である。
【０１１５】
　特定の実施形態では、本発明の流体洗剤組成物には、布地ケア添加剤として塩素捕捉剤
が含まれる。本明細書で使用するとき、用語「塩素捕捉剤」は、溶液中若しくは布地／溶
液境界面で遊離塩素（Ｃｌ２及び／若しくは次亜塩素酸塩）を非活性化することのできる
任意の化合物又は材料を指す。非活性化は、塩素捕捉剤によって塩素種を塩化物などへと
直接還元することによって、又は、塩素捕捉剤と塩素種とを組み合わせて、遊離塩素より
も染料又は塩素漂白に敏感な織物繊維についての酸化力が低い種をもたらすことによって
、起こすことができる。そのような酸化力の低い種としては、例えば、塩素付加物、例え
ば、塩素捕捉剤がアミノ窒素部分を含有するときにはクロラミンが挙げられる。本明細書
で有用な塩素捕捉剤は、典型的には、容易にハロゲン化される部分、例えば３価窒素、又
は塩素若しくは次亜塩素酸塩による攻撃の影響をすぐに受けやすい、他の非窒素電子リッ
チ部位若しくは部分を含有する。本明細書で有用な塩素捕捉剤としては、最も急速に反応
する傾向にある非ポリマータイプと、香りと結び付かないことがわかっているので好まし
い場合のあるポリマータイプとが挙げられる。好適な塩素捕捉剤は、窒素含有であっても
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、窒素非含有であってもよい。
【０１１６】
　組成物は、組成物の約０．１重量％～約２０重量％、より好ましくは約０．１重量％～
約１０重量％、より好ましくは約１重量％～約１０重量％、より好ましくは約１．５重量
％～約５重量％の塩素捕捉剤を含有してよい。選択された濃度は、好ましくは、給水中の
環境塩素濃度を十分になくす（又はほぼなくす）ものである。必要とされる塩素捕捉剤の
実際の量は、選択された分子、洗浄水がすすぎまで持ち越される程度、製品の用量、及び
すすぎ水中の残留塩素の濃度に基づいて変わることになる。特定の実施形態では、１つよ
りも多くの塩素捕捉剤の混合物を使用してよい。
【０１１７】
　（３）洗濯特有の洗浄性添加剤
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤は、洗濯特有の洗浄性添加剤を含んでなる。そのよ
うな実施形態における洗濯特有の洗浄性添加剤の好適な濃度は、流体洗濯洗剤の約０．０
００１重量％～約２０重量％である。
【０１１８】
　本明細書で使用するとき、そのような洗濯特有の洗浄性添加剤は、布地ケアとは異なる
、主に洗濯洗浄又は最終結果で有用な特性を有し、シャンプーや便器洗浄剤など、他の洗
浄組成物にはあまり適していない、界面活性剤、ビルダー、又は酵素以外の化合物である
。蛍光増白剤は、そのような添加剤の一例である。他の洗濯特有の洗浄性添加剤としては
、洗濯汚れ放出ポリマー、並びにアルコキシ化ポリアルキレンイミン及びその誘導体から
選択されるような洗濯汚れ懸濁ポリマーなどが挙げられる。市販の洗濯特有のポリマー洗
浄性添加剤は、ＢＡＳＦ、ローム＆ハース（Rohm & Haas）、日本触媒（Nippon Shokubai
）、及び他の供給元から入手可能である。
【０１１９】
　（４）布地洗濯に好適な酵素
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤は、少なくとも１つの酵素を含んでなる。酵素の適
切は、例えば、約０．００１～約１重量％の範囲とすることができ、望ましい場合さらに
高くすることもできる。酵素の量は主に、使用される特定の酵素によって決まり、そのよ
うな酵素調合物は、様々な量の活性酵素を含んでなることができる。好適な酵素の例とし
ては、ヘミセルラーゼ、ペルオキシダーゼ、プロテアーゼ、セルラーゼ、キシラナーゼ、
リパーゼ、ホスホリパーゼ、エステラーゼ、クチナーゼ、ペクチナーゼ、ケラタナーゼ、
レダクターゼ、オキシダーゼ、フェノールオキシダーゼ、リポキシゲナーゼ、リグニナー
ゼ、プルラナーゼ、タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、β－グルカナーゼ、アラ
ビノシダーゼ、ヒアルロニダーゼ、コンドロイチナーゼ、ラッカーゼ、及び既知のアミラ
ーゼ、又はこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。他の種類の酵素
も含まれてよい。酵素は、植物、動物、細菌、真菌、及び酵母起源のような任意の好適な
起源であってよい。それらの選択は、一般に、ｐＨ活性及び／又は安定性の最適条件、熱
安定性、活性な洗剤に対する安定性、ビルダーなどを含めたいくつかの因子によって左右
される。好ましい酵素の組み合わせは、アミラーゼと共に、プロテアーゼ、リパーゼ、ク
チナーゼ及び／又はセルラーゼのような従来の洗浄性酵素の反応混液（cocktail）を含ん
でなる。洗浄性酵素については、Ｕ．Ｓ．６，５７９，８３９にさらに詳細に記載されて
おり、その全体を本明細書に参考として組み込む。特定の実施形態では、流体洗濯洗剤は
、合計２つ以上の洗浄性酵素を約０．００１重量％～約５重量％、好ましくは約０．０１
～約１重量％含有する。
【０１２０】
　好適なプロテアーゼとしては、エスペラーゼ（Esperase）（登録商標）、アルカレーゼ
（Alcalase）（登録商標）、エヴァレーゼ（Everlase）（登録商標）、及びサヴィナーゼ
（Savinase）（登録商標）（ノボザイムズ（Novozymes））などのバチルス（Bacillus）
（例えば、サブチリス、レンタス、リケニフォルミス、アミロリケファシエンス（ＢＰＮ
、ＢＰＮ’）、アルカロフィルス（alcalophilus））、ＢＬＡＰ、及びこれらの変異型由
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来のサブチリシンが挙げられる。他の好適なプロテアーゼについては、ＥＰ１３０７５６
、ＷＯ９１／０６６３７、ＷＯ９５／１０５９１、及びＷＯ９９／２０７２６に記載され
ており、これらの全体を本明細書に参考として組み込む。
【０１２１】
　好適なアミラーゼ（α及び／又はβ）については、ＷＯ９４／０２５９７及びＷＯ９６
／２３８７３に記載されており、これらの全体を参考として組み込む。アミラーゼの好適
な市販例は、ピュラフェクトＯｘ　Ａｍ（Purafect Ox Am）（登録商標）、及びターマミ
ル（Termamyl）（登録商標）、ナタラーゼ（Natalase）（登録商標）、バン（Ban）（登
録商標）、フンガミル（Fungamyl）（登録商標）、及びデュラミル（Duramyl）（登録商
標）である。アミラーゼにはまた、例えば、英国特許明細書第１，２９６，８３９号に記
載のα－アミラーゼも含まれる。
【０１２２】
　好適なセルラーゼには、細菌性又は真菌性セルラーゼの両方が含まれる。好ましくは、
それらは、５～９．５のｐＨ最適条件を有しており、それらには、細菌性又は真菌性セル
ラーゼ、例えば、フミコーラ・インソレンス（Humicola insolens）、特にＤＳＭ１８０
０、例えば、５０Ｋｄａ及び約４３ｋＤ［ケアザイム（Carezyme）（登録商標）］によっ
て産生されるものが含まれる。他の好適なセルラーゼは、トリコデルマロンギブラキアタ
ム（Trichoderma longibrachiatum）由来のＥＧＩＩＩセルラーゼである。好適なセルラ
ーゼはまた、Ｕ．Ｓ．４，４３５，３０７にも開示されており、その全体を参考として組
み込む。
【０１２３】
　好適なリパーゼとしては、シュードモナス（Pseudomonas）及びクロモバクター（Chrom
obacter）群によって産生されるものが挙げられる。フミコーララヌギノサ（Humicola la
nuginosa）に由来する、ノボ（Novo）から市販されているリポラーゼ（LIPOLASE）酵素。
他の好適なリパーゼとしては、例えば、ノボザイムス（Novozymes）のリポラーゼウルト
ラ（Lipolase Ultra）（登録商標）、リポプライム（Lipoprime）（登録商標）、及びリ
ペックス（Lipex）（登録商標）が挙げられる。クチナーゼ［ＥＣ３．１．１．５０］及
びエステラーゼも好適である。また、日本、名古屋のアレアリオ製薬（Areario Pharmace
utical Co. Ltd.）から商品名リパーゼＰ「アマノ（Amano）」として入手可能な、日本特
許出願５３，２０４８７（Japanese Patent Application 53,20487）のリパーゼ（以下、
「アマノ－Ｐ」と呼ぶ）も参照のこと。他の市販のリパーゼとしては、アマノ－ＣＥＳ、
すなわち、クロモバクタービスコサム（Chromobacter viscosum）由来のリパーゼ、例え
ば、日本、タガタ（Tagata）の東洋醸造株式会社（Toyo Jozo Co.）から市販されている
クロモバクタービスコサム変異型リポリチカム（Chromobacter viscosum var. lipolytic
um）ＮＲＲＬＢ３６７３；またさらに、米国のＵ．Ｓ．バイオケミカル社（U.S. Biochem
ical Corp.）及びオランダのジオシンス社（Diosynth Co.）の他のクロモバクタービスコ
サムリパーゼ、並びにシュードモナスグラディオリ（Pseudomonas gladioli）由来のリパ
ーゼが挙げられる。
【０１２４】
　本明細書で有用な好適なカルボヒドラーゼとしては、例えば、マンナナーゼ（例えば、
Ｕ．Ｓ．６，０６０，２９９に開示）、ペクチン酸リアーゼ（例えば、ＰＣＴ国際特許出
願ＷＯ９９／２７０８３に開示のもの）、シクロマルトデキストリングルカノトランスフ
ェラーゼ（例えば、ＰＣＴ国際特許出願ＷＯ９６／３３２６７に開示のもの）、及びキシ
ログルカナーゼ（例えば、ＰＣＴ国際特許出願ＷＯ９９／０２６６３に開示のもの）が挙
げられる。
【０１２５】
　強化剤を含む本明細書で有用な漂白酵素としては、例えば、ペルオキシダーゼ、ラッカ
ーゼ、オキシゲナーゼ（例えば、カテコール１，２ジオキシゲナーゼ、リポキシゲナーゼ
（例えば、ＰＣＴ国際特許出願ＷＯ９５／２６３９３に開示のもの）、及び（非ヘム）ハ
ロペルオキシダーゼが挙げられる。
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【０１２６】
　広範な酵素材料及びそれらを合成洗剤組成物に組み込む手段は、Ｕ．Ｓ．３，５５３，
１３９、Ｕ．Ｓ．４，１０１，４５７、Ｕ．Ｓ．４，５０７，２１９、及びＵ．Ｓ．４，
２６１，８６８に開示されており、これらの全体を参考として組み込む。
【０１２７】
　特定の実施形態では、酵素は、タンパク質分解酵素、脂肪分解酵素、デンプン分解酵素
（amlyolytic enzyme）、セルロース分解酵素、又はこれらのいずれかの組み合わせから
選択される。そのような特定の実施形態では、酵素は、少なくとも１つのプロテアーゼを
含んでなる。
【０１２８】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤自体が香料を含有してよい。そのような特定の実施
形態では、これらの香料は、酵素不安定化作用があってよく、アルデヒド、ケトン、及び
／又はテルペンから選択される。これらの香料材料は、洗剤との共注出が不可能な香料組
成物中に、洗剤との共注出が可能な香料組成物中のこれらの材料の濃度に比べて高い濃度
で存在してよい。
【０１２９】
　特定の実施形態では、酵素不安定化作用のある香料原料は、洗剤との共注出が不可能な
香料組成物に優先的に組み込まれ、その流体洗濯洗剤中の濃度は、比例して低下する。換
言すれば、洗濯洗剤製品中の酵素不安定化作用のある香料原料の総量の大部分は、洗剤と
の共注出が可能な香料組成物ではなく、洗剤との共注出が不可能な香料組成物に組み込ま
れる。
【０１３０】
　特定の実施形態では、少なくとも１つの酵素が流体洗濯洗剤に含まれるときには、組成
物は、酵素安定剤をさらに含んでなってよい。酵素は、カルシウム及び／又はマグネシウ
ム化合物、ホウ素化合物及び置換されたホウ酸、芳香族ホウ酸エステル、ペプチド及びペ
プチド誘導体、ポリオール、低分子量カルボキシレート、比較的疎水性の有機化合物［例
えば、特定のエステル、ジアルキルグリコールエーテル、アルコール、又はアルコールア
ルコキシレート］、カルシウムイオン源に加えてアルキルエーテルカルボキシレート、ベ
ンズアミジン次亜塩素酸塩、低脂肪族アルコール及びカルボン酸、Ｎ，Ｎ－ビス（カルボ
キシメチル）セリン塩；（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステルコポリマー及
びＰＥＧ；リグニン化合物、ポリアミドオリゴマー、グリコール酸又はその塩；ポリヘキ
サメチレンビグアニド又はＮ，Ｎ－ビス－３－アミノ－プロピル－ドデシルアミン又は塩
；及びその混合物のようなあらゆる既知の安定剤系を使用して安定化できる。典型的には
、洗剤は、最終組成物１リットル当たり、約１～約３０、好ましくは約２～約２０、より
好ましくは約５～約１５、最も好ましくは約８～約１２ｍｍｏｌのカルシウムイオンを含
んでなる。これは、存在する酵素の量及びそのカルシウム又はマグネシウムイオンへの感
応性に依存して幾分変化する可能性がある。これらに限定されないが、塩化カルシウム、
硫酸カルシウム、リンゴ酸カルシウム、マレイン酸カルシウム、水酸化カルシウム、ギ酸
カルシウム、酢酸カルシウム、及び対応するマグネシウム塩を含むあらゆる水溶性カルシ
ウム又はマグネシウム塩が、カルシウム又はマグネシウムイオン源として使用可能である
。多くの場合、酵素スラリー及び処方水中のカルシウムに起因する少量の、一般には１リ
ットル当たり約０．０５～約０．４ｍｍｏｌのカルシウムイオンもまた、組成物中に存在
する。
【０１３１】
　カルシウム及び／又はマグネシウムイオンの前述の濃度は、酵素安定性をもたらすのに
十分であるが、グリース除去性能の追加措置を提供するためにより多くのカルシウム及び
／又はマグネシウムイオンを組成物に追加してもよいことを理解すべきである。したがっ
て、流体洗濯洗剤は、約０．０５重量％～約２重量％の水溶性のカルシウムイオン源若し
くはマグネシウムイオン源、又はその両方を含んでなる。言うまでもなく、量は、組成物
中で使用される酵素の量及び種類によって異なる場合がある。
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【０１３２】
　本発明の一実施形態では、洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、酵素不安定化作用
のある香料アルデヒド、ケトン、及び／又はテルペンを、少なくとも０．００５％、より
好ましくは少なくとも３％の濃度で、かつ、洗剤との共注出が可能な香料組成物中のこれ
らの材料の濃度に対して少なくとも約１：０．１、好ましくは約１：０．００１、最も好
ましくは約１：０．００００１の濃度比で含んでなる。
【０１３３】
　（５）揮発性の悪臭化合物
　特定の実施形態では、より低コストの洗浄剤を使用することが有利な場合があり、これ
らの洗浄剤のうち特定のものは、低濃度のトリメチルアミン、イオウ化合物、ある程度の
酸敗を有する脂肪質材料、及び分枝鎖脂肪族化合物などの悪臭不純物である場合がある。
不純物の濃度は、大きく異なることがあり、例えば、トリメチルアミンは、１０億分の１
（part per billion）の濃度で香りによって検出可能な場合があるが、揮発性の低い悪臭
不純物は、香りによって検出できるまでに流体洗剤中に最高１％以上の濃度で存在するこ
とがある。しばしば揮発性の悪臭化合物を含んでなる洗剤成分としては、アルキルベンゼ
ンスルホン酸及びその誘導体、菜種由来のもの及び低い分枝レベルを有する特定の合成ア
ルコール由来のものを含めた、脂肪酸及びその誘導体；アルカノールアミンを含めた溶媒
；並びに、β－脱離やホフマン分解反応などにさらされた、しばしば揮発性オレフィン不
純物の生成を伴う、アルキルトリメチルアンモニウムハライドなどの特定のアミノ官能性
化合物が挙げられる。さらに、揮発性の悪臭化合物は、しばしば、流体洗濯洗剤について
の特定のｐＨ範囲ではより容易に知覚可能であり、そのような範囲は、一般に約５～約１
２、より典型的には約６～約９である。
【０１３４】
　低コスト成分を含んでなる特定の実施形態では、流体洗濯洗剤は、香料をさらに含んで
なるが、特定の代替的な実施形態では、流体洗濯洗剤は、香料を含まない。
【０１３５】
　その他の補助剤
　本明細書の流体洗濯洗剤は、一般に、従来の洗浄性界面活性剤を約１～約８０重量％、
好ましくは約５～約５０重量％の濃度で含んでなる。洗浄性界面活性剤は、アニオン性、
非イオン性、双性、両性、若しくはカチオン性、又はこれらのいずれか適合性のある混合
物であってよい。好ましい界面活性剤としては、アニオン性界面活性剤、及びアニオン性
界面活性剤と非イオン性界面活性剤との混合物、又は非イオン性界面活性剤がなく、「粘
度増強剤」、より具体的には、その全体を本明細書に参考として組み込まれるＵ．Ｓ．６
，７３０，６５０にすべて開示されているような炭酸ナトリウム及び／若しくは塩化ナト
リウムによって濃厚化された、アルキルポリエトキシサルフェートとアルキルベンゼンス
ルホネートとの混合物など、非イオン性界面活性剤をもたないアニオン性界面活性剤の混
合物が挙げられる。特定の実施形態では、本明細書の流体洗濯洗剤が、その全体を参考と
して組み込まれるＷＯ００／２７９５８Ａ１で定義かつ開示されるように、約８～９．２
の親水性指数ＨＩｃを有することが好ましい。理論によって制限されることを意図したも
のではないが、そのような親水性指数は、洗剤との共注出が不可能な香料組成物と流体洗
濯洗剤との適合性を改善する。より一般的には、好適な洗剤界面活性剤については、Ｕ．
Ｓ．５，４６６，８０２、Ｕ．Ｓ．３，６６４，９６１、Ｕ．Ｓ．３，９１９，６７８、
Ｕ．Ｓ．４，２２２，９０５、及びＵ．Ｓ．４，２３９，６５９に記載されており、これ
らの開示全体を参考として組み込む。
【０１３６】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤は、最高約９０重量％までの１つ以上の洗浄性界面
活性剤、洗浄性ビルダー、酵素安定剤、抑泡剤、キレート剤、不透明化剤、増粘剤、顔料
、又はこれらのいずれかの組み合わせを含んでなる。
【０１３７】
　本明細書に用いるのに好適なアニオン性界面活性剤としては、約１０～約２０個の炭素
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原子を含有するアルキル基とスルホン酸若しくは硫酸エステル基とをその分子構造内に有
する有機イオウ反応生成物の、水溶性塩、好ましくは、アルカリ金属塩、アンモニウム塩
、及びアルキルアンモニウム塩が挙げられる。（用語「アルキル」には、アシル基のアル
キル部分が含まれる。）この合成界面活性剤群の例は、ａ）アルキル硫酸ナトリウム、ア
ルキル硫酸カリウム、及びアルキル硫酸エタノールアミン、特に、獣脂又はココヤシ油の
グリセリドの還元によって生成されるような高級アルコール（Ｃ８～Ｃ１８炭素原子）を
硫酸化することによって得られるもの；ｂ）アルキルポリエトキシレート硫酸ナトリウム
、アルキルポリエトキシレート硫酸カリウム、及びアルキルポリエトキシレート硫酸エタ
ノールアミン、特に、アルキル基が１０～２２個、好ましくは１２～１８個の炭素原子を
含有し、かつ、ポリエトキシレート鎖が１～１５個、好ましくは１～６個のエトキシレー
ト部分を含有するもの；並びに、ｃ）アルキル基が直鎖若しくは分枝鎖構成で約９～約１
５個の炭素原子を含有する、アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム及びアルキルベンゼ
ンスルホン酸カリウム、例えば、その全体を参考として組み込まれるＵ．Ｓ．２，２２０
，０９９及び２，４７７，３８３に記載されている種類のものである。とりわけ価値があ
るのは、アルキル基の平均炭素原子数が約１１～１３個のＣ１１～Ｃ１３ＬＡＳと略され
る、直鎖アルキルベンゼンスルホネートである。
【０１３８】
　好ましい非イオン性界面活性剤は、式Ｒ１（ＯＣ２Ｈ４）ｎＯＨのものであり、式中、
Ｒ１は、Ｃ１０～Ｃ１６アルキル基若しくはＣ８～Ｃ１２アルキルフェニル基であり、ｎ
は３～約８０である。特に好ましいのは、Ｃ１２～Ｃ１５アルコールと、アルコール１モ
ル当たり約５～約２０モルのエチレンオキシドとの縮合生成物であり、例えば、Ｃ１２～
Ｃ１３アルコールをアルコール１モル当たり約６．５モルのエチレンオキシドで縮合した
ものである。他の好適な非イオン性界面活性剤としては、次式：
【化２】

　のポリヒドロキシ脂肪酸アミドが挙げられ、式中、Ｒは、Ｃ９～１７アルキル又はアル
ケニルであり、Ｒ１は、メチル基であり、Ｚは、還元糖又はそのアルコキシ化誘導体から
誘導されるグリシチルである。好適な例としては、Ｎ－メチルＮ－１－デオキシグルシチ
ルココアミド（deoxyglucityl cocoamide）、及びＮ－メチルＮ－１デオキシグルシチル
オレアミド（deoxyglucityl oleamide）が挙げられる。ポリヒドロキシ脂肪酸アミドを製
造するプロセスは既知であり、ウィルソン（Wilson）のＵ．Ｓ．２，９６５，５７６、及
びシュワルツ（Schwartz）のＵ．Ｓ．２，７０３，７９８に見ることができ、これらの開
示全体を本明細書に参考として組み込む。
【０１３９】
　ここに記載したアニオン性及び非イオン性界面活性剤に加えて、本発明の組成物はまた
、典型的には界面活性（surfactancy）を改善するために加えられる、カチオン性、両性
、又は双性の界面活性剤を含有してもよい。好ましいカチオン性界面活性剤としては、ア
ミンオキシド、例えば、Ｃ８～Ｃ１６アルキルジメチルアミンＮ－オキシド、又はアミノ
官能界面活性剤が挙げられる。
【０１４０】
　エトキシ化アルキルサルフェート（ＡＥＳなど）などの補助界面活性剤及び／又は非イ
オン性界面活性剤と組み合わせた、ＬＡＳ（直鎖アルキルベンゼンスルホネート）などの
界面活性剤の混合物が、好ましくは本明細書で使用される。
【０１４１】
　流体洗濯洗剤に好適な界面活性剤としては、アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活
性剤、カチオン性界面活性剤、双性界面活性剤、及びこれらの混合物が挙げられるが、こ
れらに限定されない。流体洗濯洗剤に好適なビルダーとしては、水溶性ビルダー及び非水
溶性ビルダーが挙げられる。水溶性の洗浄性ビルダーが好ましい。布地洗濯のための好適
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な酵素としては、プロテアーゼ、アミラーゼ、セルラーゼ、リパーゼ、及びこれらの混合
物が挙げられ、また、酵素安定剤（プロピレングリコール、ホウ酸、及び／又はホウ砂な
ど）を使用してもよい。本明細書の流体洗濯洗剤で使用するのに好適な他の従来の材料と
しては、不透明化剤、抑泡剤、キレート剤、布地に安全な酸化剤若しくは漂白剤、酸化防
止剤、光安定剤、抗菌剤、又はこれらのいずれかの組み合わせが挙げられる。
【０１４２】
　本発明による液体洗剤組成物はまた、水性キャリアを含有しており、特定の実施形態で
は、キャリアは、濃厚化されていても濃厚化されていなくてもよく、特定の実施形態では
、キャリアは、従来のヒドロトロープをさらに含んでよい。一般に、本明細書の組成物中
で使用される水性キャリアの量は、比較的多い。好ましくは、本発明の組成物は、約４０
％～約８０％の水性液体キャリアを含んでなる。最もコスト的に有効な種類の水性非界面
活性液体キャリアは言うまでもなく水自体である。それ故に、水性非界面活性液体キャリ
ア構成成分は、一般に、完全でないとしてもほとんど水で構成される。アルカノール、ジ
オール、ポリオール、エーテル、アミン、アルカノールアミン、及び類似の溶媒など、他
の水混和性キャリアを、共溶媒又は安定剤として流体洗剤組成物に加えてよい。したがっ
て、存在する場合には、有機溶媒を含めた、本明細書の液体洗剤製品の水性液体キャリア
成分は一般に、組成物の約３０重量％～９３重量％、より好ましくは約３５重量％～約５
０重量％にわたる濃度で存在する水を含んでなる。特定の実施形態では、あらゆる非水溶
媒の濃度が最小限に抑えられており、例えば、約１０％以下、好ましくは約５％以下、よ
り好ましくは約１％以下の非水溶媒が流体洗濯洗剤中に存在する。
【０１４３】
　特定の実施形態では、流体洗濯洗剤は、本明細書の組成物の洗濯／漂白使用の間に直面
するカルシウム若しくは他のイオンの効果、すなわち水硬度を打ち消す役割を果たす洗剤
ビルダー材料を含んでなる。好適な洗剤ビルダーについては、Ｕ．Ｓ．４，３２１，１６
５に記載されており、その全体を本明細書に参考として組み込む。そのような材料の例と
しては、アルカリ金属、シトレート、サクシネート、マロネート、カルボキシメチルサク
シネート、カルボキシレート、ポリカルボキシレート、及びポリアセチルカルボキシレー
トが挙げられるが、これらに限定されない。具体的な例としては、オキシジコハク酸、メ
リト酸、ベンゼンポリカルボン酸、Ｃ１０～Ｃ２２脂肪酸及びクエン酸のナトリウム、カ
リウム、及びリチウム塩が挙げられる。その他の例は、モンサント（Monsanto）からデク
エスト（Dequest）の商標名で市販されているような有機ホスホン酸塩系の金属イオン封
鎖剤、及びアルカンヒドロキシホスホン酸塩である。クエン酸塩及びＣ１２～Ｃ１８脂肪
酸石鹸が、きわめて好ましい。特に好ましいビルダーはクエン酸である。
【０１４４】
　他の好適な有機ビルダーとしては、ビルダーの特性を有することで知られている、より
高分子量のポリマー及びコポリマーが挙げられる。例えば、このような物質としては、Ｂ
ＡＳＦからソカラン（Sokalan）の商標で市販されているものなど、適切なポリアクリル
酸、ポリマレイン酸、及びポリアクリル／ポリマレイン酸コポリマー、並びにこれらの塩
が挙げられる。
【０１４５】
　組成物を利用する場合、その組成物は、有機ビルダー材料の組成物の最大３０重量％ま
で、好ましくは約１重量％～約２０重量％、より好ましくは約３重量％～約１０重量％含
んでなってもよい。当該技術分野において既知のあらゆる種類の洗剤ビルダーが、本発明
の洗剤組成物で使用可能であり、ビルダーの種類及び濃度は、最終組成物が、２０℃の水
中約１重量％～約１０重量％の濃度で約７．０～約９．０の初期ｐＨを有するように選択
されるべきである。
【０１４６】
　本発明の趣旨及び範囲内で他の実施形態が可能である。そのような実施形態には、計量
デバイスとして使用できるキャップ又はオーバーキャップを有する製品が含まれる。その
ような計量デバイスに添付された、洗剤との共注出が不可能な香料組成物の別個の部分を
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含めることが可能である。さらに、多区画ボトル、例えば、洗剤との共注出が不可能な香
料組成物が、一方若しくは両方の区画のヘッドスペースを賦香するために存在する、２区
画ボトルを本発明に含めることが可能である。完全に透明な、濁りを帯びた、又は不透明
な（例えば、不透明化剤若しくはパールエッセンス剤を組み込んだ結果として、又は流体
洗剤がもともと濁りを帯びている場合）流体洗濯洗剤製品と併せて、本発明を使用するこ
とが可能である。さらに、いわゆる「分相（split phase）」流体など、１つよりも多く
の流体相を含んでなる流体洗濯洗剤製品と併せて本発明を使用することも可能である。
【０１４７】
　本明細書で使用するとき、用語「周囲貯蔵温度」は、約０℃～約５０℃、好ましくは約
５℃～約４０℃、より好ましくは約１０℃～約３０℃の範囲、好適には約２５℃である。
【０１４８】
　本明細書で使用するとき、用語「共注出可能（copourable）」は、言及される材料が室
温で流体洗濯洗剤と共に包装から流れ出ることを意味する。共注出可能な材料の例として
は、流体洗濯洗剤に溶解する、又は流体洗濯洗剤に懸濁可能な材料が挙げられる。好まし
い共注出可能な香料としては、周囲の貯蔵温度で判定されるときに、液体洗剤中で乳化可
能な香料、液体洗剤に溶解する香料、又は組成物中に小さな粒子（例えば、ナノメートル
スケールから約２ミリメートルまでのサイズを有する）として懸濁可能な香料が挙げられ
る。
【０１４９】
　本明細書で使用するとき、用語「流体」は、周囲温度で注出可能な組成物を含むことが
意図されている。そのような組成物としては、液体及びゲルが挙げられるが、これらに限
定されない。
【０１５０】
　本明細書で使用するとき、用語「ヘッドスペース」は、接近可能なヘッドスペースを指
し、包装若しくは容器の内容物の香りをユーザーによって検出可能にする、包装若しくは
容器内の流体洗濯洗剤の上方に位置する蒸気を含むことが意図されている。好ましくは、
ヘッドスペースは、包装のクロージャを開ける際の消費者による嗅覚的サンプリングに適
した場所で包装内に配置される。典型的なヘッドスペース容積は、５％～１０％、好適に
は８％ｖ／ｖ（体積／体積）であり、換言すれば、包装は、好適には９２体積％の流体洗
剤と８体積％のヘッドスペースとを含んでなる。
【０１５１】
　本明細書の用語「粘着付与剤」又は「粘着付与樹脂」は、接着剤、より具体的にはホッ
トメルト接着剤の技術分野で使用される通りである。ＵＳ４，６２３，６９８を参照のこ
と。粘着付与剤は、任意で、洗剤との共注出が不可能な香料組成物を製造するときに、そ
の粘着性を改善するために添加される。粘着付与剤は、商標名エルバックス（ELVAX）と
してデュポン（Dupont）、又は商標名フォラリン（FORALYN）としてイーストマン（Eastm
an）などの供給元から市販されている。
【実施例】
【０１５２】
　（実施例１）
　英国でボールド２イン１オーシャンクリア（Bold 2 in 1 Ocean Clear）として市販さ
れている流体洗濯洗剤製品のボトル２４本を、スーパーマーケットで購入する。ラベルに
よれば、これら各ボトルは、２０回の標準洗浄を提供し、１．５リットルの流体洗濯洗剤
を含有する。各ボトルは、下面で、構造プラスチックとして高密度ポリエチレンから製造
されていることが識別される。各ボトルは、少なくとも５０ミリリットルのヘッドスペー
ス容積を有しており、このヘッドスペースは、流体洗濯洗剤のすぐ上に位置する。本明細
書に参考として組み込まれるＵＳ４，５５０，８６２に記載されているものに類似する、
やはり高密度ポリエチレンで製造されたことが確認される、一体型注出口を含んでなるト
ランジションカラーが、各ボトルの最上部に添付されており、雄ねじ付きクロージャが、
各トランジションカラー／注出口に螺入される。
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【０１５３】
　クロージャを除去し、洗剤を注出する。トランジションカラーをこじ開ける。クロージ
ャ、ボトル、及びトランジションカラーを、手で数回十分に洗浄し、真空オーブン内で乾
燥させる。ボトル、クロージャ、及びトランジションカラーは、３人の香料製造者の審査
団によって無臭と判定される。
【０１５４】
　各トランジションカラーの下面を、プラスチックの爪やすりを曲げることによって作ら
れたツールを用いてわずかに粗面処理する。
【０１５５】
　スパチュラを使用して、表１の列Ａによる洗剤との共注出が不可能な香料組成物を、７
５℃で（軟らかい粘稠な蜂蜜状の稠度）、各トランジションカラーの粗面処理された下面
部分に適用して、表面積約２．３ｃｍ２、推定厚さ約１～１．５ｍｍの環状パッチを形成
する。各トランジションカラーに適用される洗剤との共注出が不可能な香料組成物の重量
は、０．２ｇであり、洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、表２の香料を０．１ｇ含
んでなり、すなわち、洗剤との共注出が不可能な香料組成物のパーセンテージとしての香
料濃度は、したがって５０重量％である。
【０１５６】
　洗剤との共注出が不可能な香料組成物を負荷されたトランジションカラーを、ボトル上
の所定の位置に押し戻す。
【０１５７】
　ボトルを、表４の洗剤との共注出が可能な香料組成物を含む、表３列Ｂの流体洗剤処方
で満たす。クロージャを再び添付させて、本発明による洗濯洗剤製品の調製を完了する。
【０１５８】
　以上は、第１の実施形態を構成する。本発明による、表１及び表３の他の列の組成物か
ら調製可能な他の実施形態。本発明は、表１～５に示される組成物のいずれかの組み合わ
せからの実施形態を含む。
【表１】
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【表２】
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【表３－１】
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【表３－２】
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【表３－３】
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【表４】
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【表５】

【０１５９】
　（実施例２）
　ボールド２イン１（Bold 2 in 1）製品を、米国で販売されている「タイド・ウィズ・
ア・タッチ・オブ・ダウニー（Tide with a touch of Downy）」に置き換えて、実施例１
の手順に従う。包装に、”１００液量オンス（３．１２Ｑｔ．）又は２．９５リットルの
印を付ける。ヘッドスペース容積は、８％ｖ／ｖ（体積／体積）である。
【０１６０】
　（実施例３）
　表４の洗剤との共注出が可能な香料組成物を除去し、表３のルパゾールＨＦ（Lupasol 
HF）を除去して、実施例１実施形態Ａに従う。
【０１６１】
　（実施例４）
　洗剤との共注出が不可能な香料組成物は、ラベル作製材料を含まない以下の成分を含ん
でなる：
　－３０％エルバックス（ELVAX）（＝ポリマー）、デュポン（Dupont）より
　－１５％フォラリン（Foralyn）５０２０（＝液体可塑剤）、イーストマン（Eastman）
より
　－５％クリスタレックス（Kristalex）（＝固体可塑剤）、イーストマン（Eastman）よ
り
　－５０％香料
　香料は、実施例１の表２の香料である。
【０１６２】
　溶融物の調製
　手順は、ドラフト内で実施される。エルバックス（ELVAX）及びクリスタレックス（Kri
stalex）の固体ペレットをアルミニウムカップに加える。フォラリン（Foralyn）を混合
物に加える。カップをホットプレート上に置く。温度を２００℃に設定する。ペレットは
、５～１０分で溶融する。スパチュラで激しく攪拌して混合物を均質にする。
【０１６３】
　次いで、そのカップ内の均質な混合物を、１００℃に設定された第２のホットプレート
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上に置く。香料を加え始める。蒸発による香料のわずかな損失を補うために、わずかに過
剰な、例えば、目標量を３～４％超える香料を使用する。数滴の香料をカップに一度に加
える。煙状の蒸気が生じる場合、ホットプレートの設定を、例えば５℃に相当して、わず
かに下げる。混合物が均質にならず、煙状の蒸気が観察されない場合、混合物を均質にす
るために、より高い温度設定を有する別のホットプレートを使用して混合物の温度を急速
に上昇させることができる。すべての香料が吸収されて溶融物を形成し、かつ、溶融物が
均質になるまで、混合を継続する。
【０１６４】
　洗剤との共注出が不可能な香料組成物を負荷されたラベルの作製
　ラベル作製材料及び装置は、次の通り：
　－ポリエステルフィルム（エフレギド（Efflegid）１－Ｈ１００）
　－シリコーン・ノンスティック・シート（ゼネラル・エレクトリック・シリコーンズ（
General Electric Silicones）Ｈ１８０）
　－粘着テープ（Sticky tape）（幅２．５６ｃｍの標準粘着性両面接着テープ（Regular
 stick double-sided adhesive tape）、３Ｍヘルスケア（3M　Health Care）より）
　－パスタマシン（マルカート・アトラス・パスタバイク（Marcato Atlas Pastabike）
、モデル１５０ｍｍ－デラックス、
　意匠登録番号（Reg design no）；１０４８５３４）
　この実験に関わる概念は、洗剤との共注出が不可能な香料組成物を、初めに、次の連続
相：片側に保護層を備えた両面接着テープ；ポリエステルフィルム；固化され賦香された
ホットメルトノンスティックシリコーンシートを含んでなる、サンドイッチ構造の形態で
調製することである。そのような構造は、いずれか好適なサイズに切断することができ、
また、単に粘着テープから保護層を除去し、サンドイッチと包装要素とを接触させ、最後
にシリコーンノンスティックシートを除去して固化されたホットメルトの賦香された表面
を露出させることによって、トランジションカラーなどの包装構成要素に添付することが
できる。
【０１６５】
　ある長さのポリエステルフィルムと、ノンスティックシートの１つとを取る。「溶融物
の調製」に基づいて調製された溶融物をフィルムとシートとの間に注ぎながら、それらフ
ィルム及びシートを向かい合わせて設定７でパスタマシンに送り込む。これで、いずれか
好適なサイズに切断された、ある長さの材料が得られる（以下参照）。廃棄物には、典型
的には、構造の両側の１ｃｍと共に、製品の初めと終わりの４ｃｍが含まれる。廃棄領域
では、賦香されたホットメルトの厚さは、均一ではない。
【０１６６】
　包装の構成要素への適用
　全部で規定の質量の、例えば０．２ｇのホットメルトを、液体洗濯洗剤ボトルのトラン
ジション片又はトランジションカラー上に加えることを望む場合、パスタストリップ作製
で調製した固化された溶融物の単位面積当たりの量（ｇ／ｍ２）を知る必要がある。
【０１６７】
　単位面積当たりの量を決定するためには、処分された廃棄物を有するパスタマシンから
の製品を取り扱う。固化された溶融物片を切断する。定規で測定することによってその面
積を決定し、いずれか好適な秤で計量して既知の被覆フィルム質量を引くことによってそ
の質量を決定する。単位をそれぞれｍ２及びグラムに変換する。単位面積当たりの固化さ
れた溶融物の量を計算する（ｇ／ｍ２）。この量を「ｇｓｍ」と略す。固化された溶融物
のいくつかの（例えば、３～５個の）サンプルを使用して、決定を繰り返す。一様な結果
が得られる。
【０１６８】
　例えば、包装上、例えば液体洗濯洗剤ボトルのトランジションカラー上に洗剤との共注
出が不可能な香料組成物を提供するのに０．２ｇのホットメルトが必要な場合、計算され
た「ｇｓｍ」を０．２で割る。この数に１０４を乗じると、固化され賦香された溶融物ス
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トリップから切り取られ、基材、例えば、トランジションカラー上に置かれたはずの、表
面（ｃｍ２）が得られる。
【０１６９】
　（実施例５）
　注出不可能な香料組成物の処方
　成分
　－２０％エルバックス（ELVAX）２５０
　－１０％エルバックス（ELVAX）４０Ｗ
　－２０％フォラリン（Foralyn）５０２０Ｆ
　－５０％香料
【０１７０】
　混合物の調製
　エルバックス（ELVAX）２５０及びエルバックス４０Ｗの固体ペレットをアルミニウム
カップに加え、また、フォラリン（Foralyn）５０２０Ｆを混合物に加える。次いで、こ
の混合物をホットプレート上に置く。ホットプレートの温度を予め２００℃に設定する。
５～１０分待った後、ペレットが溶融したときに、スパチュラを使用して混合物を激しく
攪拌して混合物を均質にする。混合物が均質になったら、それを数秒間混合せずにホット
プレート上のそのカップ内で寝かせる。
【０１７１】
　次いで、そのカップ内の混合物を、温度が予め１００℃に設定された第２のホットプレ
ートに移す。
【０１７２】
　香料の添加を開始する。数滴の香料をカップに一度に加える。煙状の蒸気が生じた場合
、カップを持ち上げることによって温度を２～３度低下させる。混合物が均質にならず、
煙状の蒸気が観察されない場合、混合物を均質にするために、わずかに高い温度に予め設
定された別のホットプレートを使用して混合物の温度を上昇させることができる。
【０１７３】
　すべての香料が吸収されて溶融物になり、かつ、溶融物が均質になるまで、混合を継続
する。
【０１７４】
　ボトルへの適用
　混合物がまだ温かく液体である間に、きれいなスパチュラで必要な量を取り、トランジ
ションカラー又は注出口の表面上に均一な層を直接適用する。
【０１７５】
　必要な場合、接着性を高めるために、コーティングされるべき包装表面を、紙やすりを
使用して処理することができる。
【０１７６】
　次いで、包装表面、例えば、トランジションカラーを周囲温度２５℃まで冷却させる。
【０１７７】
　（実施例６）
　次の修正を加えて、実施例１の方法にしたがって製品を調製する：表２の香料を表７の
香料で置き換えて、表１列Ａの洗剤との共注出が不可能な香料組成物を調製する。洗剤と
の共注出が可能な香料組成物１を、表４の香料組成物ではなく表６の香料組成物に置き換
えて、表３列Ｂの流体洗濯洗剤を使用する。
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【表７】

【０１７８】
　（実施例７）
　次の修正を加えて、実施例１の方法にしたがって製品を調製する：表２の香料を表９の
香料で置き換えて、表１列Ａの洗剤との共注出が不可能な香料組成物を調製する。洗剤と
の共注出が可能な香料１を、表４ではなく表８で示し、表３列Ｂの流体洗濯洗剤を使用す
る。



(44) JP 2009-507129 A 2009.2.19

10

20

30

【表８】



(45) JP 2009-507129 A 2009.2.19

10

20

30

40

【表９】

【０１７９】
　（実施例８）
　次の修正を加えて、実施例１の方法にしたがって製品を調製する：表２の香料を表１０
の香料で置き換えて、表１列Ａの洗剤との共注出が不可能な香料組成物を調製する。表３
列Ｃの流体洗濯洗剤を使用する。ただし、洗剤との共注出が可能な香料が、濃度０．３％
で組み込まれ、かつ、表１１の処方を有する。
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【表１１】

【０１８０】
　本明細書のパーセンテージ及び比率は、特に指定のない限り、すべて重量によるもので
あり、例えば、「％」の後の表記「ｖ／ｖ」は、体積によるパーセンテージを意味する。
【図面の簡単な説明】
【０１８１】
【図１】洗剤との共注出が不可能な香料組成物を、包装のトランジション構成要素の周囲
の内側底面の周りに付着し、かつ、均一に分散した小さな点として示す。
【図２】包装のトランジション構成要素の周囲の内側底面に付着し、かつ、該内側底面全
体を覆う、洗剤との共注出が不可能な香料組成物を示す。
【図３】洗剤との共注出が不可能な香料組成物を、包装のトランジション構成要素の注ぎ
口の内部表面に付着した矩形として示す。
【図４】包装のトランジション構成要素の注ぎ口の内部底面に付着した、洗剤との共注出
が不可能な香料組成物を示す。
【図５】洗剤との共注出が不可能な香料組成物を、香料が表面に吸着又は添付した、寸法
ｒ２＞ｒ１の浮揚可能な中実又は中空の球体として示す。
【図６】洗剤との共注出が不可能な香料組成物を、香料が表面に吸着又は添付した、寸法
ｒ２＞ｒ１の浮揚可能な中実又は中空の球体として示す。
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